


 

  



 

 

豊かな自然のもと、 

人と人のつながりがある益田 
 

 

 

本市は、日本海に面した豊かな自然環境、歴史と文化に育まれた地域資源、そして人々の温か

いおもてなしの心を有する魅力あるまちです。また、中世の歴史を今に伝える文化財や、四季折々

の美しい風景、地域に根差した伝統や食文化など、ここにしかない多様な観光資源に恵まれてい

ます。 

近年、全国的なインバウンド需要の急増に加え、旅行者の個人化、多様化や価値観の変化など

により、観光を取り巻く環境は大きく変化しています。また、人口減少が続き、地域内消費が減

少する中、観光は単なる交流人口の拡大にとどまらず、地域経済の活性化や関係人口の創出、さ

らには地域への誇りや愛着の醸成にもつながる重要な取組として注目をされています。 

このような中、市内の事業者、団体、専門家などと協働しながら、明確なコンセプトに基づく

観光資源の魅力向上や掘り起こしを行い、地域で「稼ぐ力」を引き出す取組として、観光地域づ

くり法人「一般社団法人ますだプライドクリエーション」が令和 6 年度に設立されました。今後

は、当法人がこれらの中心的役割を担いながら、事業者の横連携やデータ収集と分析によるマー

ケティングを行い、地域の魅力を磨き上げ、広く発信していきながら観光誘客と地域内消費の拡

大に取り組むこととしています。 

本計画は、本市の観光の現状と課題を踏まえ、今後の観光振興の方向性と具体的な施策を示す

ものとして策定いたしました。行政だけでなく、地域の皆様、観光事業者、関係団体の皆様と連

携しながら、また役割分担を行いながら、持続可能で魅力ある観光地域づくりを進めてまいりま

す。 

今後、本計画に基づき、本市の魅力をさらに高め、多くの方々に訪れていただけるまちづくり

を推進するとともに、市民の皆様が誇りを持てる地域づくりにつなげてまいります。 

 結びに、本計画の策定にあたり、活発なご審議をいただきました益田市観光戦略会議の皆様を

はじめ、貴重なご意見やご協力をお寄せいただきました市民の皆様、関係者の皆様に心より感謝

申し上げますとともに、引き続き本市の観光振興に対しましてご理解とご協力をお願い申し上げ

ます。 

 

令和８年（2026 年）３月 

益田市長 山本 浩章  
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第１章 はじめに 

１.１ 高津川が育ててきた、益田の価値 

水質が最も良好な河川に何度も選ばれてきた高津川。その支流の源流域に広がる匹見峡は、切

り立つ岩壁と澄み渡る水が織りなす、全国でも稀有な自然の姿を今に伝えています。山々に降っ

た雨は長い時間をかけて森に蓄えられ、やがて高津川へと流れ込み、日本海へ注ぎます。この循

環が、益田の海と山に豊かな恵みをもたらしてきました。 

この自然環境は、食の風土にも深く影響しています。寒暖差がもたらす農作物の力強い味わい、

透き通る水が育てる匹見わさびや鮎、高津川が日本海へ運ぶミネラルによって形成される豊かな

漁場。山里では四季の移ろいが食材に表情を与え、里山の恵みが人々の暮らしを支えてきました。

ここで採れる食材は派手さこそありませんが、一度口にすればその“本物の力”を実感できます。 

さらに、高津川が日本海へ注ぐ入り江周辺は、かつて領主・益田氏が主導し海上交通の要衝と

して栄え、交易を通じて多様な文化がもたらされました。中世には京都や大陸との往来も盛んで、

雪舟による作庭をはじめ、石見の武家文化・芸能・信仰が育まれています。今日の石見神楽の躍

動や地域の誇りある暮らしには、こうした歴史の積み重ねが息づいています。 

山と川と海が一本の線でつながり、自然の循環が食と文化を育て、人の営みまでも形づくって

きた場所、それが益田です。 

この地に受け継がれてきた価値は、地域の生活や文化の営みによって守られ、未来へと手渡さ

れてきました。こうした価値を、これからも持続可能なものとして磨き、高め、次世代へと確実

につなげていくためには、地域の魅力を適切に伝え、地域経済と暮らしの循環を生み出していく

ことが不可欠です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

益田市街（上空より撮影） 
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１.２ なぜ観光振興に取り組むのか ― 観光を地域の力に変えていく ― 

益田市が持つ自然環境、食の恵み、歴史や文化は、私たちの暮らしの中で育まれてきた大切な

地域の財産です。これらを将来世代へ引き継いでいくことは、今を生きる私たちの重要な役割で

す。一方で、人口減少や担い手不足などにより、こうした価値を守り続ける基盤は年々厳しさを

増しています。地域の魅力を守り、活かし、持続可能な形で未来へつないでいくためには、地域

の内外を結び、新たな循環を生み出す仕組みが必要です。 

観光振興は、その循環を生み出す有効な手段の一つです。観光は、益田の自然や文化、食の魅

力を届け、地域の内と外の人をつなぎます。訪れる人との出会いは、私たち自身が身近な価値を

見つめ直し、誇りを持つきっかけにもなります。 

また、観光は地域経済を支える重要な政策でもあります。来訪者の消費は、宿泊・飲食・交通・

体験サービスなど多様な分野に波及し、雇用の創出や所得の循環を生み出します。人口減少が進

む中にあっても、外からの需要を取り込むことで、地域経済を下支えし、一次産業や地場産業の

振興にもつながります。さらに、観光を通じて交流人口や関係人口が増えることは、将来的な移

住・定住のきっかけとなり、地域の活力維持にも寄与します。 

益田市が目指す観光は、来訪者の増加だけを目的とするものではありません。地域の暮らしや

生業と調和し、市民にとっては「住んでよし」、訪れる人にとっては「訪れてよし」と感じられる

観光まちづくりを進めていきます。観光を通じて地域の魅力と暮らしの質を高め、自然・食・文

化とともに、まちの未来を育てていくことが、益田市が観光振興に取り組む意義です。 
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１.３ 益田市における「観光」の定義 

益田市における観光とは「郷土の強みを守り、活かすこと」 

 

「観光」とは、有名な観光地を訪れることだけを指すのでしょうか。いいえ、それだけではあ

りません。たしかに、益田市には、全国的に名の知れた集客型の観光地は多くありません。けれ

ども、石見神楽、高津川の豊かな自然がもたらす食の恵み、柴犬の聖地であることのオリジナリ

ティなど、世界に誇れる「資源の原石」があふれています。さらに、そうした資源のもとで育ま

れてきた私たちの「あたりまえの暮らし」でさえも外から来る人にとっては新鮮で、驚きや温か

さとして、多くの人の心に響くのです。 

人口減少が進む中、私たちが誇りある郷土の歴史、文化、魅力を失うことなく、次の世代へと

バトンを引き継いでいくためには、「郷土の魅力を再発見」し、市民一人ひとりが地域に「愛着」

と「誇り」を持ち、観光地域づくりに取り組んでいくことが必要です。 

 

行政はもとより、市民、事業者等が協力・連携し、益田の郷土に根付く資源一つ一つの質

を高めていき、みんなで協力して「観光地域としての益田市（益田ブランド）」を大きく育

て、また、その魅力を伝えて一人でも多くの人にファンになってもらう。 

それが益田市における観光の考え方です。 

 

 

 

 

  

・「観光地域」とは、我々の生まれ育ったこの益田に根付く一朝一夕で

は作り上げることのできない、その地域ならではの価値・強みの源

となる様々な資源から構成される「多面体」の形をしています。 

・ブランドは、お客様が抱く「記憶、イメージの積み重なり」です。

それぞれの資源に対するお客様からの評価が積み重なっていくこと

で、益田市全体としての観光の印象「益田ブランド」が緩やかに形

成されていきます。 

私たちが一つ一つの資源を磨き上げ、それぞれの質や価値を少しず

つ高めていくことで多面体は徐々に大きくなっていき、まち全体と

しての総合力や価値が高まっていきます。 

・まちとしての価値が高まると、その価値の提供者である私たち「益

田市民」の郷土への愛着や誇りも徐々に醸成されていき、また、そ

の愛着や誇りを受け、まち全体の価値もさらに高まります。 

・本市には様々な資源がありますが、特に「柴犬」「石見神楽」「食」

「高津川」「人の温かさ」「のどかでゆったりとした癒しをもたらす

雰囲気」などは、多くの人を引き付ける、高いポテンシャルを持つ

資源であると考えられます。 

柴犬の 

聖地 

石見神楽 

食 

景観 

中世益田 

文化 

市民の 

人柄 

・市民の愛着や誇りを受けて、益田 
ブランドは大きくなっていきます。 

愛着 誇り 

観光地域としての益田市 

郷土の魅力の再発見 

醸成 醸成 

観光地域としての益田市（益田ブランド）のイメージ 参 考 
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１.４ 基本理念 

 

みんなが、観光をまちの力に変えて、地域を豊かにする 

※基本理念は、このまちが観光でどんな役割を果たし、何を大切にしていくのかを示す“基本姿勢”です。 

観光に取り組むときのぶれない軸として、市民・事業者・行政が共通して持つ考え方をまとめたものです。 

 

 

本計画の基本理念である「みんなが、観光をまちの力に変えて、地域を豊かにする」

という言葉には、観光を地域の誇りや魅力として育てるだけでなく、暮らしを支える

経済の力へとつなげていくという思いが込められています。 

観光は、観光事業者だけが担う特別な取組ではありません。地域に住む方々、商店

や農林水産事業者、文化団体、行政など、まちに関わる多くの人が関わることで初め

て大きな力となります。 

観光を通じて生まれる消費や交流は、地域の事業を支え、新たな仕事を生み出し、

まちの経済に活気をもたらします。また、自然や文化が守られ、地域への誇りやつな

がりが育まれることで、暮らしそのものの豊かさにもつながります。 

こうした好循環をつくるために、私たちは観光を「まち全体で取り組むプロジェク

ト」として捉えています。 

本理念は、市民・事業者・行政が共通して持つべき“まちの基本姿勢”として、観光

の価値を広く共有し、地域の未来をともに育てていくための指針となるものです。 
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第２章 計画の位置づけ 

２.１ 計画の目的 

益田市では、平成 28 年 3 月に「益田市観光振興・MICE 誘致計画」を策定以降、「益田市総合

振興計画」の中に観光振興に関する基本的な考え方や目標値などを定めて、観光振興に取り組ん

できました。 

近年は、全国的なインバウンド需要の急増に加え、旅行者の個人化・多様化や価値観の変化な

どにより、観光市場が大きく変化しています。こうした状況を踏まえ、令和 7 年 3 月には益田版

ＤＭＯ（一般社団法人ますだプライドクリエーション）が観光庁の候補ＤＭＯに登録され、地域

のかじ取り役として、事業者・団体・専門家等と協働し、明確なコンセプトに基づく資源の磨き

上げと掘り起こしを進め、地域の「稼ぐ力」を引き出す取組を推進しているところです。 

以上のことから、本市では、交流人口・関係人口の拡大による地域経済の活性化と持続可能な

観光まちづくりの実現に向け、行政・観光協会・事業者・住民等の役割を明確化し、官民一体で

目標達成を図る指針として、本計画を策定します。 

 

２.２ 計画の位置づけと計画期間 

 本計画は、益田市の最上位計画である「益田市総合振興計画」との整合を図りながら、観光分

野の基本計画として策定するものです。 

本計画の期間は、令和 8 年度から令和 12 年度までの 5 年間とし、5 年ごとに更新します。 

また、本計画では、目標の達成状況について毎年、評価・検証を行います。 

計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画期間 

R8 年度（2026） R9 年度（2027） R10 年度（2028） R11 年度（2029） R12 年度（2030） 

検証・改善 ● 検証・改善 ● 検証・改善 ● 検証・改善 ● KGI評価・次期計画策定 

益田市観光振興計画 

益田市 

益田市総合振興計画 

上位計画 

まち・ひと・しごと創生総合戦略 

益田市ひとづくり協働構想 

益田市の未来を担うひとづくり計画 

益田市観光振興計画 
関連計画 

益田市歴史文化基本構想 

益田市立地適正化計画 

益田市自転車ネットワーク計画 

益田市地域公共交通計画 

益田自転車活用推進計画 

都市計画区域マスタープラン 

その他（教育、福祉等） 

観光立国推進基本計画 

国 

観光立国推進基本法 
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２.３ 観光地経営の視点 

⚫ 観光地経営とは（観光地経営に求められる視点） 

観光地経営とは、観光を単なる誘客施策として捉えるのではなく、地域全体を一つの経営体と

見立て、戦略的に価値を創出・循環させていく考え方です。自然環境や歴史文化、産業、人材と

いった地域資源を活かし、観光を通じて経済的・社会的な成果を生み出しながら、将来にわたり

「住んでよし・訪れてよし」の持続可能な観光まちづくりを目指すことが、観光地経営に求めら

れる重要な視点といえます。 

この観光地経営を推進する中核的な役割を担うのがＤＭＯです。ＤＭＯは、市、観光事業者、

関係団体、地域住民など多様な主体をつなぐ司令塔として、関係者と連携・協働しながら、明確

なコンセプトに基づく観光地域づくりの戦略を策定し、着実に実行していく機能を備えた法人で

す。 

また、観光地経営においては、行政による制度づくりや基盤整備、事業者による質の高いサー

ビス提供、地域住民による受け入れや日々の地域活動が互いに支え合い、一体となって取り組む

ことが重要です。そうした連携のもとでこそ、観光による成果が地域全体に行き渡り、持続的な

好循環が生まれていきます。   

 

⚫ 観光地経営の体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光地域づくり法人（DMO）の役割 

⚫ 各種データ等の継続的な収集及び分析 

⚫ 明確なコンセプトに基づいた観光地経営戦略の策定 

⚫ 重要業績評価指標（KPI）の設定 

⚫ PDCA サイクルの確立 

⚫ 着地整備に関する取組の推進 

⚫ 関係者が実施する観光関連事業と観光地経営

戦略の整合性を図る調整、仕組みづくり 

⚫ プロモーション  

⚫ ＤＭＯを中心とした多様な関係者との体制構築

や合意形成 
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⚫ 持続可能な観光地経営 

観光分野において、「持続可能な開発目標（SDGs）」を達成することは、「住んでよし・訪れて

よし」の観光地づくりにつながります。 

本計画では、持続可能な観光地運営を実践するための枠組みである「日本版持続可能な観光ガ

イドライン（JSTS-D）」（2020 年観光庁公表）を参考に取組を進めます。 

 

ガイドラインには、「A．持続可能なマネジメント」「B．社会経済のサステナビリティ」「C．文

化的サステナビリティ」「D．環境のサステナビリティ」といった４つの分野が示されており、関

係者と共有しながら観光地経営を総合的に推進し、持続可能な観光地マネジメントを実現するこ

とが重要です。 

 

 

日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）の 4 つの分野 

分 野 キーワード 

A． 持続可能なマネジメント 

戦略・体制整備、データ管理、合意形成、負荷管理、危

機対応を含めた、観光地経営の総合的マネジメント体系 

 観光地経営の基盤整備 

 データに基づく経営管理 

 ステークホルダー参画（合意形成と共創） 

 意識醸成と適正行動の促進 

 観光負荷の管理 

 危機対応と適応力 

B． 社会経済のサステナビリティ 

観光が地域経済に公平に利益をもたらし、雇用・人権・

安全・包摂性を確保しながら地域社会と共生するための枠

組み 

 地域に利益を残す仕組み 

 適正な雇用機会の確保 

 地域社会との共生 

 ハラスメントの防止 

 安全と治安の確保 

 多様な受入環境整備 

C． 文化的サステナビリティ 

文化遺産を地域の主体性のもとで保全し、その価値を適

切に伝えながら、旅行者の行動を管理することで持続的に

継承していく枠組み 

 文化遺産の保全 

 地域及び個人の知的財産権の保護 

 文化資源における旅行者管理 

 文化資源の理解促進 

D． 環境のサステナビリティ 

自然資源と生態系を保全しつつ、観光活動による環境負

荷を管理・低減し、気候変動にも対応する持続可能な観光

地づくりの枠組み 

 自然遺産の保全と管理 

 生態系と野生生物の保護 

 資源管理（エネルギー・水） 

 廃棄物・環境負荷低減 

 気候変動対策と脱炭素 
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第３章 現状と課題 

３.１ 現状整理 

統計資料等を用いて観光を取り巻く本市の現状を把握するとともに、全国を対象とした Web ア

ンケート調査、関係者ヒアリング等の各種調査の実施、観光事業者等を対象とした意見交換会の

開催等により、観光振興に係る本市の現状と課題を整理しました。 

 

［現状整理］……統計資料  整理 

⚫ 国の統計資料など各種データ等を用いて、地域を取り巻く社会情勢や観光動向等を把握するとともに、

県の観光統計資料や本市の既存調査（高校生アンケート等）を用いて、人口動態や地域資源など、本市

の現状を整理しました。 

［    ニーズ  把握］……  ニーズ調査（Webアンケート調査） 

⚫ 既存ターゲット層（首都圏・北九州のファミリー層）における旅行ニーズ、関心の傾向を把握するととも

に、本市に対する認知度、訪問意欲、期待および不安を明らかにし、また、現ターゲット層以外における

潜在的な可能性のある層を整理・抽出することを目的として、Web アンケート調査を行いました。 

 

 

 

 

 

 

［事業者 団体 現状 課題 今後 方向性  把握］……関係者ヒアリング 

⚫ 計画策定のための基礎資料を得ることを目的として、観光関連団体（観光施設、宿泊施設、商工・飲食

等の事業者等）に対して現状の取組、観光に関する課題、将来の展望等をヒアリングしました。 

 

 

 

 

 

［  資源 把握、課題、活  方向性  把握］……  事業者意見交換会 

⚫ 地域事業者の視点から、地域資源の価値・現状の課題・今後の方向性等を把握することを目的として、

観光事業者・地域活動団体・関連産業の代表者による意見交換会を開催しました。 

 

 

 

 

  

調査手法：楽天インサイトのパネルモニターに対する Webアンケート 

調査対象：（エリア） ①首都圏（東京・神奈川・埼玉・千葉） 300 件 

②山陽圏（広島・岡山・山口）        400 件 

③福岡県（北九州を含む）            300 件 

（年 代） 国内旅行経験者 20〜69 歳 

サンプルサイズ：1,000（性別・居住地割り付け） 

配信期間：令和 7 年 10月 31日（金）～11 月 4 日（火）（5日間） 

調査手法：ヒアリングシートを用いた現状、課題、展望等の聞き取り 

調査対象：市内の観光関連 15団体 

調査項目：回答者属性、観光振興の現状と課題、役割分担、行政支援への期待、 

将来の方向性、地域の魅力と今後の方向性、その他（自由意見） 

調査時期：令和 7 年 10 月～11 月 

開催概要：（開催日程）      令和 7 年 11月 11 日（火） 14：00～16：00 

（意見交換テーマ）Ａ. 益田らしい観光とは 

Ｂ. 益田ならではの観光の魅力や強みとは 

Ｃ. 観光振興に向けた連携のあり方 

参加対象：一般社団法人ますだプライドクリエーションにおける 

ワーキンググループメンバー14 名 
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⚫ 観光を取り巻く現状（外部環境） 

A. 国の観光に関する取組 

 観光立国推進基本法の規定に基づき、令和 5 年 3 月 31 日、観光立国の実現に関する基本的

な計画として「第５次 観光立国推進基本計画」が閣議決定されました。 

 この基本計画では、観光立国の持続可能な形での復活に向けて、観光の質的向上を象徴する

「持続可能な観光」「消費額拡大」「地方誘客促進」の 3 つをキーワードに、持続可能な観光

地域づくり、インバウンド回復、国内交流拡大の 3 つの戦略に取り組むこととしています。 

 

 

B. 日本の将来推計人口 

 我が国の人口は、2008 年の 1 億 2,808 万人をピークに減少に転じており、2023 年 10 月時

点の総人口は 1 億 2,435 万人となっています。 

 国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口では、2070 年には我が国の人口が 9,000 万

人を割り込むと推計されており、国内の観光市場は中長期的には縮小が予想されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省「令和７年度 国土交通白書」 図-将来推計人口（令和 5 年推計）の概要 を加工 

  

※2020 年までの人口は総務省「国勢調査」、合計特殊出生率は厚生労働省「人口動態統計」、 

2025 年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和 5 年推計）」（出生中位（死亡中位）推計）」 

我が国の人口は 

減少傾向の予測 
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C. 日本の旅行消費額 

 2024年の国内の旅行消費額34.3兆円のうち、日本人の国内旅行消費額は25.1兆円（73.1％）

となっており、現状の日本の旅行消費額の約７割は国内旅行客が支えています。 

 

 

 

 

 

 

（単位：兆円） 

区分／年 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 

日本人国内宿泊旅行 15.8 16.0 16.1 15.8 17.2 7.8 7.0 13.7 17.8 20.3 

日本人国内日帰り旅行 4.6 4.9 5.0 4.7 4.8 2.2 2.2 3.4 4.1 4.8 

日本人海外旅行（国内分） 1.0 1.1 1.2 1.1 1.2 0.3 0.1 0.6 0.9 1.0 

訪日外国人旅行 3.5 3.7 4.4 4.5 4.8 0.7 0.1 0.9 5.3 8.1 

合  計 24.8 25.8 26.7 26.1 27.9 11.0 9.4 18.7 28.1 34.3 

出典：国土交通省「令和７年度 観光白書」 図-国内の旅行消費額の推移 を加工 

 

D. 国内の宿泊旅行の状況 

 2024 年の国内の延べ宿泊者数は、6 億 5,028 万人となり、過去最高となったほか、外国人延

べ宿泊者数が１億 6,360 万人泊と、全体の約３割を占めています。 

 他方、地方部においては、日本人宿泊者が９割を占めており、三大都市圏を除いた地方部の主

な旅行需要は日本人によって支えられています。 

 観光産業はすそ野が広い産業であることを踏まえると、成長軌道にあるインバウンド市場の

将来的な確保を視野に入れつつ、国内旅行市場の維持・拡大は本市の経済の持続可能な発展

において特に重要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：国土交通省「令和７年度 観光白書」 図-日本人・外国人の延べ宿泊者数の推移、 

図-全国、三大都市圏及び地方部における日本人・外国人延べ宿泊者数の割合（2024 年） を加工  

日本人国内

宿泊旅行,

20.3兆円

（59.2％）

日本人国内

日帰り旅行,

4.8兆円（14.0％）

日本人海外旅行

（国内分）,

1.0兆円（3.0％）

訪日外国人旅行,

8.1兆円（23.7％）

2024年

34.3兆円 2024年 日本人  

国内旅行  額は、 

25.1兆円（73.1％） 

48,027 

(80.6％)

49,972 

(80.9％)
48,668 

(74.8％)

18,403 

(61.8％)

30,265 

(85.8％)

11,566 

(19.4％)

11,775 

(19.1％)

16,360 

(25.2％)

11,360 

(38.2％)

5,000 

(14.2％)

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

2019

(全国)

2023

(全国)

2024

(全国)

2024

(三大都市圏)

2024

(地方部)

日本人延べ宿泊者数 外国人延べ宿泊者数（万人泊）

59,593 61,747 65,028

29,763
35,265

三大都市圏、地方部別の内訳

 方部 は日本人

宿泊  約9割
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⚫ 益田市の現状（内部環境） 

E. 年齢 3 区分別人口動態の推移 

 本市の令和 2 年の人口は 45,003 人となっており、平成 12 年からの 20 年間で約 9,600 人

減少しています。令和 7 年以降、どの人口区分においても人口減少が推計されており、令和

12 年には本市の人口は 4 万人を下回る見通しとなっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：益田市「第 6 次 益田市総合振興計画後期計画 現状分析資料」（令和 7 年） 

 

F. 自然動態・社会動態の推移 

 人口減少においては、自然減が主な要因となっており、年々進行しています。他方、社会減は

抑制傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：益田市「第 6 次 益田市総合振興計画後期計画 現状分析資料」（令和 7 年）  

1,583 1,500 1,530 1,499 1,406 1,378 1,342 1,213 1,134 1,213 1,248 1,174 

-1,567 -1,691 -1,788 -1,789 
-1,572 -1,569 -1,530 -1,425 -1,318 -1,357 -1,409 -1,270 

16

-191 -258 -290 -166 -191 -188 -212 -184 -144 -161 -96

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

転入 転出 社会増減（人）
社会減は抑制傾向

［社会動態（転入数・転出数）］

9,547 8,040 7,072 6,449 5,933 5,329 4,587 3,955 3,542 3,297 3,068 2,779 

34,906 
32,707 

30,472 
28,080 

25,052 
22,470 

20,669 19,319 18,127 16,172 14,480 13,154 

12,143 
13,875 

14,824 
15,486 

16,733 
17,204 

16,907 
16,011 

14,874 
14,379 

13,707 
12,847 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 R32

15歳未満人口 15～64歳人口 65歳以上人口

56,596 54,622
52,368

50,015
47,718 45,003

42,163
39,285

36,543
33,848

31,255
28,780

（人）

推計値実績値

20年間で

約9,600人減

R12には

4万人を下回る見通し

380 353 311 343 330 318 300 290 271 254 220 201

-656 -711 -709 -683 -715 -753 -732 -725 -724 -723 -760 -790

-276 -358 -398 -340 -385 -435 -432 -435 -453 -469 -540 -589

-1,000

-500

0

500

1,000

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

出生 死亡 自然増減（人）
現状、自然減が本市の

人口減少の主な要因

［自然動態（出生数・死亡数）］
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G. 観光入込客延べ数の推移 

 令和 6 年の本市の観光入込客延べ数は、約 79.2 万人となっています。 

 平成 27 年の 98 万人からやや減少傾向であり、コロナ禍を経て 80 万人前後で推移します。 

 全県の約 2,986 万人に対しては約 2.7％に留まり、伸びしろが大きいものと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：益田市提供、島根県「島根県観光動態調査」（令和６年） 

 

H. 観光資源別分類 

 島根県西部の観光入込客延べ数を見ると益田市（79 万人）は、津和野町（111 万人）に次ぐ

4 番目の入込客数となっています。 

 観光資源別では、「島根県芸術文化センターグラントワ（26 万人）」「万葉公園（25 万人）」の

延べ数が多く、その他の観光地点は 7 万人以下となっています。 
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約2.7％

コロナ禍

出典：グラフ：島根県 
「島根県観光動態調査」（令和６年）、 

分布図：島根県 
「島根県観光動態調査」（令和６年） 
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I. 宿泊客延べ数、外国人宿泊客数の推移 

 令和 6 年の本市の宿泊客延べ数は約 24 万人、そのうち、外国人宿泊客数は 2,056 人となっ

ています。 

 三隅火力発電所等の工事関係者、外国人労働者等のビジネス利用により、宿泊客延べ数は令和

3 年のコロナ禍に過去 10 年で最大の約 27 万人、外国人宿泊客数は令和 6 年に約 2,000 人

となりましたが、ビジネス需要が中心で、観光需要は大きく高まっていません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：益田市提供、島根県「島根県観光動態調査」（令和６年） 

※宿泊客延べ数については、令和 3 年以降の三隅発電所の外国人労働者による長期宿泊等、ビジネス利用による影響を含む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：益田市提供、島根県「島根県観光動態調査」（令和６年） 

※宿泊客延べ数については、令和 3 年以降の三隅発電所の外国人労働者による長期宿泊等、ビジネス利用による影響を含む 

 

 

  

194 
177 174 180 191 

196 

272 232 224 
240 

369 369 368 365 
378 

242 
263 

311 

359 361 

0

100

200

300

400

0

100

200

300

400

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

宿泊客延べ数の推移 (年別) 益田市

島根県
益田市

（千人）

島根県

（万人）

コロナ禍

239 299 
218 

397 

1,005 

348 

1,233 

999 

1,783 

2,056 

52 

62 
68 

90 
98 

15 

9 10 

59 

87 

0

20

40

60

80

100

120

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

外国人宿泊客数の推移 （年別） 益田市

島根県
島根県

（千人）

益田市

（人）

コロナ禍



14 

J. 宿泊客の観光消費額単価 

 島根県観光連盟 Web 調査に基づく、本市を含む「石西エリア」における宿泊客の観光消費額

単価は、県内宿泊客が 20,117 円、県外宿泊客が 26,995 円となっています。 

 全国と比較して観光消費額単価が低く、向上の余地があるものと考えられます。 

（単位：円） 

宿泊客の 

観光消費額単価 

県内宿泊客 県外宿泊客 旅行単価： 

全国 （人回） 全県 石西エリア 全県 石西エリア 

総額（交通費除く） 20,544 20,117 32,311 26,995 54,032 

 

宿泊費 13,779 10,728 21,233 14,805 22,388 

飲食費 5,094 7,395 7,217 7,978 9,676 

土産代（買物代） 2,332 2,546 5,102 3,795 9,032 

入場料（参加費） 1,812 2,335 2,412 2,125 7,175 

娯楽等サービス費・その他 704 629 1,604 1,547 5,761 

交通費 3,615 5,671 10,010 8,896 16,077 

出典：島根県観光連盟「島根県 Web 観光動態調査（R6.10～R7.3）」、島根県「令和 6 年 島根県観光動態調査」 

 

K. 本市に訪れている観光客の特性 

 本市を訪れる観光客の構成は、全体では「家族」が 54.2％と約半数を占め、次いで「ひとり」

が 30.1％となっています。年代別では「家族」は 30 代以上で割合が高く、「ひとり」は 40

代～50 代で割合が高くなっています。 

 観光客の居住地は、全体では「中国地方（島根県を除く）」が 35.2％と最も多く、次いで「島

根県」21.2％、「関東地方」21.0％となっています。同行者別にみると、「中国地方（島根県

を除く）×家族」20.5％、「島根県×家族」12.8％、「関東地方×ひとり」9.6％の順となって

います。ほか、訪問回数は「4 回以上」の来訪者が全体の 6 割以上を占めています。 

（年代×同行者） 

 

 

 

 

 

 

（訪問回数）                  （居住地×同行者） 

 

 

 

 

 

出典：益田市「益田市観光アンケート（R4.10～R5.9）」 

 現状、本 を   い    は、 

中国 方や県内 「家族連 」 多 、

来 回数 「4回以上」 多い。 

 ほ 、「関東 方  ひと 」    

旅行者 比較的多い傾向。 
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L. 全国における本市の認知度、来訪意向、来訪障壁 

 全国を対象とした Web 調査に基づく本市の状況をみると、認知度について、「聞いたことが

ない」が 33.0%と最も多く、「詳しく知っている」は 10.9%と約 1 割となっています。 

 訪問意向は「条件が整えば行ってみたい」が 60.0%と最も多い一方で、「ぜひ行ってみたい」

は 7.1%に留まっており、潜在的な関心層は一定数有していますが、積極的な訪問意向や認知

等については十分に醸成されていない状況です。 

 来訪障壁は「自宅からのアクセスが不便」（33.2%）のほか、「観光情報が少なく旅行計画が

立てにくい」（27.3%）も主な理由となっており、情報提供の改善も必要となっています。 

 

認知度 「益田市」についてご存じですか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

来訪意向 今後、益田市に観光で行きたいと思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

来訪障壁 益田市への旅行をためらう理由は何ですか？（3つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

33.2%

27.3%

17.2%

10.1%

9.0%

7.9%

6.7%

6.6%

34.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自宅からのアクセスが不便（飛行機・鉄道・高速道路など）(n=308)

観光情報が少なく、旅行計画が立てにくい(n=254)

魅力的な観光スポットや体験が少ない(n=160)

宿泊施設の数や選択肢が少ない(n=94)

魅力的なグルメが少ない(n=84)

現地での移動手段に不安（レンタカー必須など）(n=73)

費用が高い（交通費や宿泊費など）(n=62)

子連れでも安心して楽しめるか不安(n=61)

特に思いつかない(n=320)

その他(n=25)
MA：n=929

上位2位

（20％以上）

7.1 60.0 16.9 16.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ぜひ行ってみたい 条件が整えば行ってみたい あまり行きたくない 行きたいと思わない n = 1,000

10.9 31.0 25.1 33.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

名前も場所も知っていて、特徴もある程度わかる 名前や場所は知っているが、詳しくは知らない

名前だけは聞いたことがある 聞いたことがない
n = 1,000

出典：益田市「益田市観光ニーズ調査」（令和 7 年） 
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M. 全国における本市に魅力を感じる点、本市のイメージ 

 全国を対象とした Web 調査に基づく、本市に魅力を感じる点は、「食を味わう」（47.2%）、

「自然を感じる」（46.8%）「ゆったり癒される」（36.8%）が主となっています。 

 本市のイメージについて、山陽圏では「自然」「海」「高津川」「匹見峡」等の自然資源や、「温

泉」「神楽」「美味しい」「魚」など食・体験資源の認知が高い傾向にありました。 

 首都圏では「石見美術館」「焼きもの」等の芸術・工芸系が認知されていました。 

 福岡県では「自然」「海」「焼きもの」「美術館」等、首都圏と山陽圏の中間的な認知の構造と

なっています。 

 

魅力を感じる点 益田市に関して、どの項目に魅力を感じますか？（3つまで） 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢一覧 

① 自然を感じる（清流・高津川、日本海の海岸線、匹見峡の渓谷等） 

② 歴史にふれる（萬福寺、医光寺、雪舟庭園、中世益田氏ゆかりの史跡等） 

③ まちを歩いて楽しむ（賑わいある益田駅～グラントワ周辺、旧益田地区の歴史景観、原風景が残る匹見の山間集落等） 

④ 食を味わう（日本海の新鮮な海鮮、天然鮎、地元野菜や果物、わさび、益田の地酒等） 

⑤ ゆったり癒される（美都温泉、匹見峡温泉、自然に囲まれた宿泊・滞在） 

⑥ 文化や信仰を感じる（石見神楽や益田糸あやつり人形の鑑賞・体験、柿本神社等の歴史ある神社仏閣） 

⑦ 自然の中で遊ぶ（サイクリング、川遊び、カヌー、釣り、登山、キャンプ等） 

⑧ 人とふれあう・体験する（石見神楽体験、農業・漁業体験、地域の人との交流等） 

⑨ おみやげを選ぶ（日本海の海産物、地酒、工芸品、地元の農産品や加工品等） 

⑩ 周辺もあわせて楽しむ（津和野、萩、石見銀山、浜田・江津等の近隣地域との組み合わせ） 

 

益田市のイメージ 「益田市」で思い浮かぶ観光のイメージを自由に教えてください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.2%

46.8%

36.8%

25.5%

19.4%

18.6%

12.1%

10.9%

10.0%

6.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

食を味わう(n=317)

自然を感じる(n=314)

ゆったり癒される(n=247)

歴史にふれる(n=171)

周辺もあわせて楽しむ(n=130)

まちを歩いて楽しむ(n=125)

おみやげを選ぶ(n=81)

文化や信仰を感じる(n=73)

自然の中で遊ぶ(n=67)

人とふれあう・体験する(n=42) MA：n=671

上位4位

（20％以上）

 

単語数 390 
(回答件数 185件) 

山陽圏 

 
単語数 167 （回答件数 83件） 

福岡県  
単語数 85 （回答件数 60件） 

首都圏 

出典：益田市「益田市観光ニーズ調査」（令和 7 年） 
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N. 本市へのアクセス経路 

 本市は島根県の西端に位置し、山口県と接する山陰・山陽を結ぶ交通の要衝であり、広域から

の観光誘客を支える交通基盤を有しています。 

 道路交通は、一般国道 9 号などで東部は浜田市、松江市、南部は山口市などと連絡するほか、

一般国道 191 号で西部は萩市などと連絡し、また、山陰道の整備も進められています。 

 鉄道は、JR 山陰本線および山口線が運行され、特急列車により松江市とは約 2 時間で結ばれ

ています。また、市内には空港を有し、首都圏等との航空ネットワークを有しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：益田市「益田市地域公共交通計画」（令和 4 年 9 月策定（令和 7 年 9 月改定）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

交通の概況 

本市へのアクセス経路 
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O. 本市へのアクセス経路 「萩・石見空港」 

 本市は県営「石見空港」（愛称：萩・石見空港）を有し、現在は、東京-益田間を約 90 分で結

ぶ東京（羽田）線が 1 日２往復運航しており、島根県西部及び山口県北東部の空の玄関口と

して観光やビジネスに利用されています。東京（羽田）線の利用は平成 30 年度の 146,800

人をピークに微減したものの、この数年は 13 万人前後で推移しています。 

 また、大阪（伊丹）線は、平成 23 年に定期便は運休となりましたが、それ以降は８月（お盆

前後）の期間限定運航が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：萩・石見空港年度別利用状況（島根県地域振興部交通対策課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：益田市 

  

744

1,102

1,225 1,195

1,411
1,468

1,407

243 362

1,055

1,304
1,357

61.1%
52.2% 55.2%

49.9%

60.0% 60.8%
57.4%

26.7% 28.5%

46.2%

54.7%
62.1%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

0

300

600

900

1,200

1,500

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

利用率

（％）
利用者数

（百人）

［ 萩・石見空港の利用状況：東京（羽田）線 ］利用者数

利用率

コロナ禍

  率は

6割程度 推移

連絡空港間の片道の所要時間 

90分 

60分 

東京線 
（萩・石見—羽田） 

１日２往復 

大阪線 

（萩・石見—伊丹） 

夏季のみの期間限定便 

羽田空港 
（東京） 

伊丹空港 
（大阪） 

萩・石見空港 
（益田市） 

【萩・石見空港（外観）】 
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P. 本市へのアクセス経路 「山陰道（三隅・益田道路）」 

 山陰道は、鳥取県鳥取市を起点とし、山口県下関市を終点とする延長約 380km の高規格道路

です。うち、浜田市三隅町から益田市遠田町を結ぶ延長 15.2km の「三隅・益田道路」は、

令和 7 年度（令和 8 年 3 月 28 日）に開通しました。 

 一般国道 9 号の当該区間は、急カーブが多く、起伏も激しく、迂回路もないため「三隅・益田

道路」の開通により、地域住民の利便性・安全性の向上が見込まれるほか、県東部や広島県を

はじめとする山陽方面からのアクセス向上による本市の経済活動の活発化が期待されます。 

 他方、昨今の観光市場における自治体間競争の激化などから、本市の素通りや通過型観光に

拍車がかかることも懸念されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料提供：益田市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

山陰道（三隅・益田道路）位置図 
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Q. 事業者からの意見聴取：観光事業者意見交換会 

 「観光事業者意見交換会」の結果より、以下①～④を整理しました。 

①益田の価値 

意見総括 
“自然 × 人 × 暮らし” の三層構造が、益田の最大の観光価値。 

これは他地域と比べて極めて希少である。 

グループ別 

意見の 

方向性・例 

グループ（A）「人の豊かさ」 

○「本業以外にスッと地域活動をする」「心の豊

かさ」「物質的ではない豊かさ」等が益田の魅

力。 

○「地域に貢献する姿勢を生きがいにしてい

る」「外から見ると日本のフィンランド的」。 

グループ（B）「自然の豊かさ」 

○「高津川」「美都の農村」「匹見の絶景」「海と

山の距離の近さ」といった“異常なくらいの

ダイナミズム” が益田の核ではないか。 

○益田市民にとって自然は“当たり前”で気づ

きにくいが、外から見ると極めて強い魅力に

なっているのではないか。 

 

②益田観光の方向性 

意見総括 

益田観光は「人に会う × 自然に浸る」の両軸で成立するのではないか。 

“高津川とともに暮らす人々の豊かさに触れる旅”として観光をデザインするこ

とが益田市の最大の強みを発揮する方向性として考えられる。 

グループ別 

意見の 

方向性・例 

グループ（A） 

「人×体験」 

○神楽、食、地域の人の

活動、地域住民のトレ

ーディングカードな

どを用いて“人に会い

に行く観光”の提案が

良いのではないか 

グループ（B）「自然×滞在」 

○高津川を中心に“高津川の○○”と統一ブランド化すべき。 

○美都・匹見も高津川流域として位置づけることで、一体的な価値が

生まれる。 

○絶景・自然・土地のダイナミズムを体験価値にする方向。 

どちらか一方ではなく、両者を組み合わせることで総合力が高まる。 

○高津川、絶景、古民家、車中泊、バーベキューなど、“自然の中に滞

在する観光”を重視する方向性はどうか。 

 

③ターゲット 

意見総括 
ファンづくり、体験価値を届けたい人（ファミリー） 

“心の豊かさに触れる旅”を提供することが益田の強みになるのではないか。 

グループ別 

意見の 

方向性・例 

グループ（A） 

○ファミリー層にとっ

て価値のある体験 

グループ（B） 

○ファンの育成、“素通りされる益田”をどう変えるか 

○自然体験・農業体験・食体験・地域の人との触れ合いは価値が生ま

れやすい。都市生活では得られない「お金では測れない豊かさ」を

感じてもらえるのではないか。 

 

④課題意識 

意見総括 
“素通りのまち”からの脱却 「いつ来ても楽しめるまち」へ 

年間で訪れる理由づくり × 一泊する理由づくり 

グループ別 

意見の 

方向性・例 

グループ（A） 

○イベントの重複・分散の課題：年間を通した整理が必要。 

○果物や野菜の旬の宣伝など、季節ごとの情報提供が必要。 

○神楽の社中を継続させる仕組みが必要（企業スポンサー確保、

ふるさと納税等） 

グループ（B） 

○大阪・兵庫－萩間、大分－

出雲間などへ向かうルー

ト上にあるため、どう“一

泊させる”かが鍵 
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R. 事業者からの意見聴取：関係者ヒアリング調査 

 「関係者ヒアリング」の結果より、以下１～４を整理しました。 

１．益田  強み（特 魅力的な  資源 コンテンツ） 

益田市においては、大きく下記 5 点が「強み」であると考えられています。 

○山、海、川の３種の「自然」 

○自然がもたらす良質で豊富な「食材」 

○石見神楽、柿本人麿、雪舟、益田氏などの中世文化遺産等の「歴史」資源 

○柴犬のルーツ「石号（石見犬・石州犬）」 

○歴史の元で受け継がれてきた「芸術性」の高さや、穏やかな時間の流れ、過ごしやすさ、人の

温かさといった首都圏や大都市圏等にない「暮らし・営み」などの「文化」 

 

２．       目指 将来像 イメージ、方向性 

○観光客をはじめとする交流人口、及び、リピーター、新規参入事業者等の関係人口の 

増加による「売上拡大」「雇用創出」「移住者増加」等、及び「持続可能な地域社会」の実現 

 

３．行政、事業者、   求め   役割 

行政 

○観光戦略、進むべき方向性の明示 

○まとめ役・リーダーシップ 

○予算確保と資金面での事業者サポート 

○連携・協働の場づくり 

○観光受入基盤の整備 

事業者 

○事業の推進、企画・運営 

○行政の取組に対する理解、方向性の共有 

○事業者間の連携強化（横連携） 

○益田市の魅力発信、認知度向上 

地域 

○観光振興に対する理解と受入体制の構築 

○地域のアイデンティティとなる文化財、伝統行事、営みの維持・継承 

○地域の魅力・強みの認知・再認識 

○地域イベント等 

 

４．現状   関連 取組 おけ 主な課題と期待  行政支援 

主な課題 課題解決のために期待する主な行政支援 

・既存の取組が事業者の直接利益に 

繋がっていない場合がある 
⇒ 

・マネタイズ（無収益のサービスやコンテンツの

収益化）のための伴走支援 

・人手不足 ⇒ 

・事業者間の橋渡しや意見交換の場づくり等

による事業者連携の補助・促進 

・資金的補助 

・認知不足 ⇒ ・認知度向上のためのアクションの充実 
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S. 次世代を担う若者の居住意向（持続可能性） 

 「第 6 次 益田市総合振興計画後期計画」策定のための基礎調査として実施された「高校生ア

ンケート」より、本市の高校生の約 6 割が、将来益田市以外に住みたいと考えています。 

 また、上記で「益田市に住みたい」と回答した高校生のうち、「将来も益田市に住み続けられ

ると思う」については約 5 割となっており、「進学先の不安」のほか、「地域の衰退」や「活

気の不足」等を理由に、継続的な居住に向けての不確定要素や不安等を抱えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：益田市「益田市高校生アンケート報告書」（令和 7 年）  

ぜひ住みたい（4%）

できれば

住みたい

（19%）

できれば益田市

以外に住みたい

（19%）
益田市以外に

住みたい

（43%）

市外に行くが、将

来は戻ってきたい

（14%）

無回答（1%）

（ｎ＝461）（ｎ＝461）

高校生 約 6割は将来、 

益田 以   

 み いと感じ い  

住み続けられる

と思う

（45%)

住み続けるの

は難しいと思う

（24%）

わからない

（29%）

無回答（2%）

（ｎ＝105）

24（42.9％）

17（30.4％）

16（28.6％）

15（26.8％）

11（19.6％）

11（19.6％）

7（12.5％）

5（8.9％）

3（5.4％）

2（3.6％）

2（3.6％）

2（3.6％）

1（1.8％）

0

3（5.4％）

3（5.4％）

0 10 20 30

希望する進学先がない

人口減少等による住んでいる地域の衰退

娯楽や活気、賑わいが少ない

希望する就職先がない

若者が少ない、出会いが少ない

収入の多い仕事が市外に比べて少ない

買い物や交通など日常生活が不便

家庭や個人の事情で難しい、不安

子育て環境に不安がある

災害面など安全性に不安がある

手ごろな住宅がなさそう、住宅取得が難しそう

仕事と育児の両立がしづらい

地域行事への参加など、地域での役割を押し付けられる

その他

特にない、なんとなく不安

無回答

（ｎ＝56）

難点や不安

上位4位

（20%以上）

（回答数）

将来、益田市に住みたいと思う高校生の割合 住んだ（引き続き住む）として、 

将来も住み続けられると思う高校生の割合 

益田市に住み続ける上でどのような点が難しい、不安な要素となっているか 

（上記で「住み続けるのは難しいと思う」「わからない」と回答した人のみ回答） 

 み続け   

は約 5割 
 み続け い 

は約 2割 
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 益田市への愛着については、高校生の約７割が「愛着を感じている」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市外転出後、益田市がどのような状態になれば「戻ってきたい」と思うかについては、「買い

物や交通など日常生活の利便性向上」のほか、「希望する就職先がある」や「地域に娯楽や賑

わい・活気がある」の割合が高くなっています。 

 U・I ターンなどの定住や関係人口の拡大においては、将来に渡って地域に住み続けられるこ

とが思い描けるよう、今を頑張る事業者を応援し、働き口の確保やまちの活気、自己実現でき

る気風を醸成し、それらを未来へとつなげていくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：益田市「益田市高校生アンケート報告書」（令和 7 年）  

強い愛着

を感じる

（9%）

ある程度愛着を感じる

（65%）

あまり愛着

を感じない

(17%)

愛着を感じて

いない（7%）

無回答（2%）

（ｎ＝461）

高校生 約 7割は

愛着を感じ い  

142（40.1％）

84（23.7％）

73（20.6％）

47（13.3％）

40（11.3％）

36（10.2％）

31（8.8％）

28（7.9％）

28（7.9％）

22（6.2％）

19（5.4％）

14（4.0％）

12（3.4％）

7（2.0％）

7（2.0％）

2（0.6％）

69（19.5％）

37（10.5％）

0 50 100 150

買い物や交通など日常生活の利便性向上

希望する就職先がある

地域に娯楽や賑わい・活気がある

希望する進学先がある

経済的に自立できる（正規雇用など）

男女問わず若い人が多く、出会いがある

多様な働き方ができる環境がある

手頃な住宅がある（価格、広さなど）

仕事と育児の両立ができる環境が揃っている

治安が良い、地域コミュニティがある

災害面での安全性が高い

子育て環境が充実している

多様な暮らし方ができる（に地域居住など）

結婚や出産に干渉されない

地域での役割を押し付けられない

その他

特にない、わからない

無回答

（ｎ＝354）

戻ってきたい

と思える条件

上位3位

（20%以上）

（回答数）

多様な働き方ができる環境がある（在宅ワーク、コワーキング等）

益田市に愛着を感じる高校生の割合 

市外転出後、益田市がどのような状態になれば、「益田市に戻ってきたい」と思いますか 

（「将来、益田市以外に住みたい」と回答した人のみ回答） 
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３.２ 環境分析（SWOT 分析） 

 好影響 悪影響 

内部

環境 

強み（Strengths） 

・ＤＭＯの設立を契機とする、持続可能な観光地

づくり、経済の域内循環等の今後の進展 

・「ひとが育ち、輝くまち益田」をスローガンとし

たひとづくり施策の推進等による地域への愛

着形成、自己実現等の支援の充実 

・豊かな自然（海、山、川） 

日本海、清流高津川、国定公園「匹見峡」 

自然アクティビティ体験（カヤック他） 

・伝統芸能「石見神楽」（日本遺産） 

・日本遺産（中世日本の傑作を味わう） 

・雪舟庭園（医光寺、萬福寺） 

・島根県芸術文化センター「グラントワ」 

・恵まれたサイクリング環境（100ZERO） 

・人（人と人のつながり、ひとづくり） 

・柴犬のルーツ「石号（石見犬・石州犬）」 

・駅前飲食店（夜の飲食の楽しみ） 

・海の恵み（鴨島はまぐり、イカ、魚貝類） 

・川の恵み（高津川の天然鮎、ツガニ他） 

・山の恵み（匹見のわさび、美都のゆず他） 

・太陽の恵み（メロン、ぶどう、トマト他） 

・自然災害が少ない（地震、台風他） 

弱み（Weaknesses） 

・認知や興味を獲得するためのメッセージの方

向性（ブランド）が定まりきっていない。また、

情報の発信力、誘客やリピーターの獲得に向

けた仕掛けの訴求力が弱い 

・宿泊需要の大半が工事や火電関係者（外国人労

働者含む）等であり、観光客需要が高くない 

・ＭＩＣＥやインバウンド誘客等含む、受入環境

整備や住民機運の醸成、誘客プランなどの提

案が十分でない 

・事業者間の横連携や情報共有の体制構築が十

分でない 

・地域の団体・事業者等における人手不足、人材

不足 

・二次交通の利用を検討する来訪者等に対する

情報の可視化が十分でない 

・伝統文化の運営・継続等にかかるコストを十分

に補うための収益化の仕組みづくりが構築で

きていない 

・観光施設の老朽化が進行しており将来的に修

繕等が必要 

・持続可能な観光地域づくりにおいては安定的

な財源確保とその有効活用が必要 

外部

環境 

機会（Opportunity） 

・観光立国推進基本法に基づく「観光立国政策」

の推進 

・訪日外国人旅行者の増加 

・益田市を対象区域に含む広域連携ＤＭＯ、地域

連携ＤＭＯの存在 

（山陰インバウンド機構、島根県観光連盟） 

・山陰道「三隅・益田道路」の開通による県東部

および広島県をはじめとする山陽方面からの

アクセス性の向上 

・萩・石見空港を有しており、首都圏など、都市

部からの直接的な玄関口が存在 

・隣接地には萩・津和野等、年間 100 万人を超え

る観光客が訪れている地域もあり地域の誘客

ポテンシャルが高い 

・ガーデンツーリズム登録制度「雪舟回廊」や石

見グルメ「神楽めし」等の広域連携事業 

脅威（Threat） 

・人口減少による国内市場の縮小 

・地方衰退、若者の市外流出 

・観光市場における自治体間競争の激化 

・国内のオーバーツーリズム発生等に鑑みる観

光客の受け入れに対する住民理解の獲得や、

地域資源や地域住民の日常生活などの保全の

必要性の高まり 

・山陰道「三隅・益田道路」の開通により、地域

の素通りや通過型観光に拍車がかかるおそれ 
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３.３ 課題整理 

環境分析を踏まえて、行動指針に示す「住んでよし」「訪れてよし」「稼いで回してよし」の

３つの観点から、課題を整理しました。 

行動指針：「住んでよし」に照らす地域の現状 

① 観光振興にオール益田で取り組むためには、市民に本市の目指す方向性や価値観を共有し、理解し

てもらうことが重要です。 

② 本市には高校卒業後の進学の受け皿がないことから次世代を担う高校生が市外に出ていきやすい構

造となっています。地域で活躍できる人材を育成するとともに、地域への愛着を育て、まちなみや

暮らし、自然、歴史、文化、伝統芸能等の継承を促進することが重要です。 

【課題】 

「シビックプライドの醸成」 

⇒市民や地域の事業者が、益田市のもつ「魅力」を理解し「愛着」「誇り」を持って観光体験

を提供していくための共通認識の醸成が必要です。 

「人材育成」 

⇒地域の次世代の担い手を創出するため「人材育成」が必要です。 

 

 

行動指針：「訪れてよし」に照らす地域の現状 

① 観光客に少しでも長く滞在してもらい、観光消費額を向上させるためには、本市の優れた観光資源

を活かしながら、必要な対策を施すなど、受入環境の整備が重要です。 

② 本市の魅力を十分に提案できていないことから、旅の目的地となっておらず、地域の素通りや通過

型の短時間滞在などが多くなっています。首都圏と連絡する強力なゲートウェイ「萩・石見空港」、

山陽と山陰の陸の交通の要衝地である「ＪＲ益田駅」を有する等の優位性が活かされていません。 

③ 人口減少が進む本市においては、新たな地域の担い手であり、将来の移住・起業につながる入り口

となる関係人口の創出が重要です。 

【課題】 

「受入環境の整備」 

⇒観光客の消費額や滞在時間を向上させるためには「受入環境の整備」が必要です。 

「観光コンテンツ等の充実と商品化の仕組みづくり」 

⇒地域資源の魅力を磨き上げるとともに、お客様のニーズを踏まえた「観光コンテンツ等の

充実や商品造成」が必要です。 

「交流人口・関係人口の創出」 

⇒広域連携事業の活用をフックとした認知機会の活用や、空港を活用した首都圏の若者等

との関係性の構築など「交流人口・関係人口の創出」に向けた取組が必要です。 
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行動指針：「稼いで回してよし」に照らす地域の現状 

① 本市のこれまでの観光関連の取組は、地域の事業者・団体等の個々の活動が主であり、オール益田で

観光に取り組むための連携体制の構築が十分ではありません。 

② 本市の持続可能性を高めるためには、すそ野の広い総合産業である「観光」分野の取組のより一層の

強化が必要ですが、観光振興に資する人材育成、より高度な観光戦略などを実施するために必要とな

る安定的な運営資金の確保策が確立されていません。 

③ 「観光立国政策」が推進され、観光市場における自治体間競争が激しさを増す中、人口減少が進み、

経営資源（ヒト、モノ、カネ）が限られる本市においては、観光地域づくりにおいて効果的な施策の

選択が必要となっています。消費者の目線による「売れる仕組みづくり」であるマーケティングの考

え方に基づき、戦略的に本市ならではの魅力を磨き上げ、伝えていくことが重要です。 

④ 多くの事業者・団体間で、パンフレットの作成や Web サイトの運営等、重複する事業が存在しており、

限られた予算を効率的に活用するための体制構築が十分ではありません。 

⑤ 地域の稼ぐ力を育てるためには、観光客の消費額を向上させることに加えて、市民や事業者等の地域

内消費を促進することが重要です。 

【課題】 

「運営体制・組織づくり」 

⇒地域全体のマーケティング及びマネジメントを担う組織であるＤＭＯの設立を契機とし

た観光振興を推進していくための土台となる「運営体制・組織づくり」が必要です。 

「戦略的な観光マーケティングの推進」 

⇒マーケティングの考え方に基づき、効果的かつ持続的な観光振興に戦略的に取り組むこと

が必要です。 

「ブランドイメージづくり」 

⇒来訪者の認知や興味を獲得するために、本市ならではの個性を活かした「ブランドイメー

ジづくり」が必要です。 

「地域内経済循環の促進」 

⇒地域経済の活性化を図るため「地域内経済循環の促進」が必要です。 
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第４章 将来像・行動指針 

４.１ 将来像 

豊かな自然のもと、 人と人のつながりがある益田 

 

人口減少が進む益田市において、豊かな自然や歴史文化、そして人の温かさといった地域固有

の資源を守り、活かし続けることは、まちの未来を支える重要な営みです。 

観光を通じて、訪れる人と迎える人、地域で暮らす人同士のつながりが育まれ、その関係が再

訪や継続的な関わりへと広がっています。こうした交流が地域内での消費や産業の活性化につな

がり、暮らしの豊かさとして実感されることで、住んでよし、訪れてよしの好循環が生まれてい

ます。 

益田市は、観光を通じて人と人のつながりを育み、地域の価値が未来へと受け継がれていくま

ちを目指します。 

 

４.２ 行動指針 

○住んでよし 

・地域の未来を担う次世代が、観光を通じて学び、働き、挑戦できる環境をつくります 

・地域資源の価値を再発見し、住民一人ひとりが自分のまちに誇りを持てるようにします 

・住民の理解と参加が広がるように、暮らしに寄り添う観光の土台と仕組みを整えます 

 

○訪れてよし 

・地域の豊かな資源を磨き上げ、益田でしか得られない体験と物語の魅力を高めます 

・訪れる人の目線に立ち、心地よく滞在できる受け入れ・おもてなしの環境を整えます 

・観光をきっかけに交流を生み、地域を応援し関わり続ける関係人口を広げます 

 

○稼いで回してよし 

・観光を通じて人を呼び込み、観光消費を地域の収益につなげる仕組みをつくります 

・地場産業と観光をつなぎ、観光による消費が地域の中で経済として巡る仕組みをつくります 

・ＤＭＯ・観光事業者・住民が協働し、変化に強い地域経済へ育て、支える力を高めます 
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第５章 将来像の実現に向けた具体的な施策 

５.１ 施策体系 

施策の柱 

（行動指針） 

ＫＧＩ 

（最終成果目標） 
No. 施  策 

ＫＰＩ 

（実績評価指標） 
主な取組 

主な役割分担 

ＤＭＯ 観光協会 益田市 事業者 

住んでよし 

住民の持続可能な 

観光に関する満足度 

・現状：調査中 

・将来：調査後設定 

１ シビックプライドの醸成 

・子ども教育プログラムの参加者アン

ケートで、「益田の魅力を伝えたい」

と答えた児童生徒の割合 

・市民に対する講演会等の意識啓発事

業参加者アンケートで、「益田の魅力

を伝えたい」と答えた人の割合 

 郷土の魅力の再発見 

 観光インナーブランディングの実施 

 守るべき資源の保全・継承 

〇  ◎  

２ 人材育成  ライフキャリア教育の推進 〇  ◎  

訪れてよし 

来訪者満足度 

・現状：93.4％ 

・将来：95.0％ 

３ 受入環境の整備 

・リピーター率 

・益田の魅力を感じる 

観光コンテンツ数 

 散策しやすい雰囲気や環境づくり 

 二次交通や観光ガイドの充実 

 インバウンド誘客に向けた受入基盤の整備 

 閑散期対策 

◎ 〇 ◎  

４ 観光コンテンツ等の充実と 

商品化の仕組みづくり 

 観光コンテンツ等の充実 

 コンテンツ造成時における商品化の仕組みづくり 
◎ ◎  〇 

５ 交流人口・関係人口の創出 

 首都圏・関西圏をターゲットとした観光誘客の推進 

 姉妹都市等との都市間交流事業の推進 

 空港利用促進（民間活動の支援、情報発信） 

 広域観光の推進 

〇 〇 ◎  

 関係人口の創出 〇 〇 ◎  

稼いで 

回してよし 

観光消費額 

・現状：19.0億円 

・将来：23.8億円 

６ 運営体制・組織づくり 

・観光消費額単価 

・観光入込客延べ数 

・観光を目的とする宿泊客延べ数 

 ＤＭＯ・観光協会・行政の三位一体の観光経営 

 重複事業の棚卸・最適化 

 持続財源の確保 

〇 〇 ◎ 〇 

７ 
戦略的な 

観光マーケティングの推進 

 マーケティングデータの収集 

 データ分析に基づくターゲット設定 

 ターゲットに応じたサービスや商品の提供 

 ターゲットに応じたプロモーションの展開 

 マーケティング活動の効果検証と改善 

◎   〇 

８ ブランドイメージづくり 
 統一的なメッセージを用いた観光プロモーション 

 キラーコンテンツの創出の検討 
◎ 〇 〇  

９ 地域内経済循環の促進 
 地場産業と観光産業の連携促進 

 市内の飲食店等における地元産食材の活用促進 
◎  〇 〇 

 

重点施策 

重点施策 

重点施策 

本計画は、「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」に示されている 4 つの観点（A：持続可能なマネジメント、B：社会経済のサステナビリティ、C：文化的サステナビリティ、

D：環境のサステナビリティ）を参考にしています。JSTS-D の指標に関連する施策には注釈を付記します。（関連指標の内容については、巻末をご参照ください。） 

◎主体  ◯連携 
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５.２ 施策 

施策の柱Ⅰ 住んでよし 

◎主体  ◯連携 

  

施策１ シビックプライド 醸成 

 

郷土 魅力 再 見 

外から来るお客様に「益田市の素晴らしさ」を伝えるためには、我々市民こそがその素晴ら

しさを深く知っており、かつ、魅力を伝えられる立場とならなければなりません。 

地域へのヒアリング、SNS 等を用いたデジタル上での「地域に対する声」の収集、成り立ち

や歴史といった益田市の来歴の把握、実際に益田市の観光を体験するなどの五感を使ったフィ

ールドワーク等を通じて、郷土の魅力を再発見します。 

また、取組から得られた知見は体系的に整理し、観光マーケティング等の施策への活用や市

民、事業者等に共有するなどして、発見した郷土の魅力を波及させていきます。 

  インナーブランディング 実施 

インナーブランディングとは、市民や地域の事業者が益田市ならではの魅力や価値を理解・

共感し、愛着や誇りを持って観光体験を提供していくための基盤を作る取組です。 

市民に「観光」という言葉の定義や観光振興の目的、方向性等を共有するとともに、地域の

人が地域のことを知る機会を創出するなど、まち全体で「本市にはお客様におすすめできる素

晴らしい価値があること」などの共通意識を持てるように図ります。 

あわせて、「地域のことを悪く言わない」といった約束ごとなども共有し、地域の人が心を合

わせて観光振興に取り組んでいくための基盤を醸成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＤＭＯ 観光協会 益田市 事業者 

〇  ◎  

施策内容 

 観光地域づくり講演会 

市民や事業者をはじめ、誰でも気軽に参加で

きる講演会を定期的に開催し、益田市の誇る歴

史文化や伝統文化、豊かな自然環境や豊富な食

材などの観光資源のほか、本市の観光資源の魅

力や価値について、市民と共有します。 

また、萩・石見空港の利用拡大につながるよ

う、全国に誇れる本市の魅力や価値について、

再整理し、市民と共有します。 

重点施策 

【参考】JSTS-D：Ａ８ 観光教育 

観光地域づくり講演会 
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守 べき資源 保全 継承 

観光振興を持続的に進めていくためには、地域の基盤となる資源を守り、次世代へ引き継い

でいく視点が不可欠です。雪舟庭園をはじめとする歴史的資源や景観、石見神楽などの伝統文

化、清流高津川や匹見峡に代表される自然環境は、本市ならではの価値を形づくる大切な財産

です。 

これらの資源について、適切な維持管理や担い手の確保、利用と保全のバランスを図るとと

もに、その価値や意義を共有します。また、観光振興により地域の自然、歴史・文化、生活の

営みが損なわれることがないよう、保全と観光利用のルール設定を検討します。 

来訪者に対しても、益田市の自然や文化財に対する良識と節度ある観光、保護の在り方等を

周知し、資源価値が損なわれることがないよう、配慮を促します。 

施策内容 

観光出前講座 

市内の子ども達を対象として、益田市の誇る

歴史文化や伝統文化、豊かな自然環境や豊富な

食材などの観光資源を知ってもらう出前講座

を開催し、地域への誇りの醸成を図ります。 

施策内容 

 地域資源の保全・清掃活動

「日本遺産の雪舟庭園の定期清掃」や「清

流高津川一斉清掃」など、地域住民や企業、

団体等が自ら実施している地域資源の保全活

動等を支援し、観光、文化、自然などの地域

が誇る地域資源の保全と次世代へ継承に取り

組みます。

【参考】JSTS-D：C(a)文化遺産の保護／D(a)自然遺産の保全 

推進スケジュール 1 年目 2-3 年目 4-5 年目

郷土の魅力の再発見 

観光インナーブランディングの実施    

守るべき資源の保全・継承  

資源整理 

仕組み化 実証事業 手法検討 

事業の定着 

学校での出前講座 

雪舟庭園の定期清掃 
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施策 2 人材育成 

ライフキャリア教育の推進 

本市では、多様な人との対話やロールモデルとの出会いを通じて、自分の人生を能動的に生

きる力を養うライフキャリア教育を推進し、子ども達の生きる力を育成しています。

あわせて、地域伝統芸能「石見神楽」など、地域の歴史や文化に触れる機会を通じて、ふる

さとへの誇りと愛着を育み、地域のアイデンティティへの理解を深める取組を進めます。 

こうしたライフキャリア教育を通じて、次世代を担う子ども達の地域観光への理解を促進

し、地域を支え、その魅力を伝える観光人材の育成を図ります。 

ＤＭＯ 観光協会 益田市 事業者 

〇 ◎ 

施策内容 

 石見神楽次世代育成プロジェクト

子どもから大人まで幅広い年代に支持され

る地域伝統芸能「石見神楽」の魅力を再認識し、

誇りと愛着を育む取組を進めている市内の神

楽団体等の取組を支援します。

・ＭＡＳＵＤＡ石見神楽ＷＥＥＫ

・小さな子ども向け石見神楽公演

・小中高生向けの教育プログラム など

 「対話プラス」

対話プラスは、子どもと地域の大人が 1 対 1

で語り合い、地域の仕事や生き方を等身大で共

有するライフキャリア教育です。失敗談も交え

た本音の対話を通して、人と地域に誇りを持つ

観光人材の育成につなげます。

【参考】JSTS-D：Ａ８ 観光教育

推進スケジュール 1 年目 2-3 年目 4-5 年目

ライフキャリア教育の推進 事業の定着 仕組み化 実証事業 企画 

小中高生向けの教育プログラムの様子 

対話プラスの様子 
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施策の柱Ⅱ 訪れてよし

◎主体  ◯連携

施策３ 受入環境 整備 

本市の優れた観光資源を活かしながら、お客様に少しでも長く滞在してもらえるよう、散策

しやすい環境や雰囲気づくり、二次交通や観光ガイドの充実、インバウンド誘客に向けた受入

基盤の充実、閑散期対策など、必要な受入環境を整備します。 

ＤＭＯ 観光協会 益田市 事業者 

◎ 〇 ◎ 

施策内容 

 二次交通の充実

観光客の目線から、分かりやすい二次交通の

情報提供を行い、萩・石見空港やＪＲ益田駅等

から観光地までの交通アクセスの向上を図り

ます。また、レンタサイクル等を活用した周遊

施策を図ります。

 観光ガイド養成講座

座学による汎用的なガイドスキルの習得や、

実践的なフィールドワークを通じて地域理解

を深め、現場で必要な知識とスキルを体系的に

身に着けてもらい、観光客のニーズや持ち時間

等も考慮しながら、柔軟に対応できるなど、質

の高い観光案内を行うことのできる人材を養

成します。また、地元の子ども達にも歴史等に

ついて学んでもらい、ガイドとして活躍できる

場づくりを行います。

 観光ナビゲーター養成講座

座学や事例を通じて本市の構造や観光資源

の関係性を理解してもらい、観光客が自分で観

光ルートを設定したり、本市での快適な過ごし

方が選べるように支援するなど、観光客の興味

や滞在時間に応じて益田市の観光を後押しで

きる人材を養成します。

【参考】JSTS-D：Ｂ８ 多様な受入環境整備／C８ 観光資源の解説 

益田市観光協会（益田市観光案内所） 

観光ボランティアガイド養成講座 

日本遺産ナビゲーター養成講座 
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施策内容 

 通訳案内士の養成

既存の外国語観光ガイド組織である「高津川

流域通訳案内士協議会」と連携し、外国人観光

客に多言語ガイド対応のできる人材を養成し

ます。

 おもてなし研修（講演会）等の開催

宿泊事業者や交通事業者、その他観光施設等

の関係者を対象とした研修会等を開催し、来訪

者の満足度向上に繋げます。

 サイクリストの受入環境の整備

高津川かわまちづくり計画に基づく、清流高

津川沿いを走るサイクリングコースや、休憩の

できる親水空間の整備を進めるほか、自転車ネ

ットワーク計画に基づき、市内を安心安全に走

れる自転車通行空間の整備を進めます。また、

サイクリングガイドの養成等を行うことで来

訪者が自然環境や歴史文化等の地域資源を楽

しみながらサイクリングができる受入体制の

整備も進めます。

推進スケジュール 1 年目 2-3 年目 4-5 年目

散策しやすい雰囲気や環境づくり  

二次交通や観光ガイドの充実   

インバウンド誘客に向けた受入基盤の整備   

閑散期対策   

事業実施 企画・準備 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

高津川流域通訳案内士協議会の研修 

観光おもてなし研修 

益田 I・NA・KA ライド 



34 

施策４   コンテンツ  充実と 

商品化 仕組み    

「施策１：郷土の魅力の再発見」「施策７：データに基づくマーケティング戦略の推進」等を

踏まえて、本市の地理的な特性や地域資源の魅力を活かした観光コンテンツ等の充実に取り組

み、お客様の滞在時間の延長や観光消費額の向上、また、新規客層やリピーターの獲得を図り

ます。 

また、今後、より良いコンテンツ等を造成するため、関係者が協働で商品化に取り組むため

の仕組みについても整備します。 

ＤＭＯ 観光協会 益田市 事業者 

◎ ◎ 〇 

施策内容 

 清流高津川を活用したコンテンツ造成

自然アクティビティ体験の充実や高津川で

楽しめる新たなコンテンツを造成します。

 豊富な“食資源”の活用

太陽や山、川、海など豊かな自然の恵みを受

けておいしく育った本市の豊富な食資源をブ

ランド化し、食に焦点を当てたキャンペーン等

をまちぐるみで実施します。

また、これらの食資源を活用した加工品や土

産品の開発にも取り組み、観光消費額の拡大に

つながる取組を進めます。 

 柴犬の聖地としての情報発信

柴犬の祖に選ばれた、忠実で賢く健康な石州

犬「石号」が生まれ育った益田の山は、全世界

に発信できる本市独自のコンテンツ「柴犬の聖

地」であることから、その強みを最大限磨き上

げ、柴犬ファンをはじめ、多くの人に魅力が届

くよう発信します。

重点施策 

高津川カヤック体験 

特産品「アールスメロン」 

石号の里「石号記念館」 
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施策内容 

 日本遺産「中世日本の傑作～益田を味わう～」

の推進

日本遺産事業を推進する民間団体等が主体と

なって行う事業（中世益田を味わえる様々な観光

コンテンツ等）に対する支援を強化します。

 伝統芸能「石見神楽」の発信

観た人を魅了する伝統芸能「石見神楽」の情

報発信や県外公演等での認知度向上策を強化

し、観賞者の誘客を図ります。市外県外からの

夜神楽定期公演や奉納神楽等への誘客など宿

泊につながる観光誘客に取り組みます。

 島根県芸術文化センター「グラントワ」

との連携

グラントワと連携し、企画展や公演事業に対

する市外県外からの観光誘客に取り組みます。 

また、グラントワでの公演事業に合わせて来

訪される方々を対象として、公演前の空き時間

や公演後の食事や宿泊等の充実を図り、消費額

向上に資する取組を進めます。 

推進スケジュール 1 年目 2-3 年目 4-5 年目

観光コンテンツ等の充実 

コンテンツ造成時における商品化の仕組みづくり

事業の定着 仕組み化 実証事業 

石見神楽 演目「大蛇」 

古文書をもとに中世の饗応料理を再現した 
「歴食」コンテンツ 「サムライ御膳」 

島根県芸術文化センター「グラントワ」 
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施策５ 交流人口 関係人口 創出 

交流人口の創出 

「萩・石見空港」は人口規模（マーケット）の大きい首都圏と本市を片道約 90 分で、また

季節限定運航ではありますが関西圏と本市を片道 60 分で結ぶ強力なゲートウェイです。観光

の目的地として選ばれるよう、本市ならではの魅力を磨き上げ、首都圏・関西圏をターゲット

とした観光誘客を推進します。 

また、姉妹都市「大阪府高槻市」、友好都市「神奈川県川崎市」「大阪府豊中市」等との都市

間交流事業の促進や、民間活動の支援や情報発信等を通じて、空港利用の促進と交流人口の拡

大に取り組みます。 

なお、国際交流については、友好都市「中国・寧波市」と様々な分野における交流を継続し、

多文化共生の理解の促進と交流人口の拡大に取り組みます。 

広域観光の推進 

本市には、県内 4 市 5 町で構成する日本遺産「神々や鬼たちが躍動する神話の世界～石見地

域で伝承される神楽～」をはじめ、吉賀町を源流とし津和野町を経て本市から日本海へと注ぐ

高津川、ガーデンツーリズムに登録された中国地方 6 市で構成する「雪舟回廊」など、周辺自

治体との連携により魅力を一層高めることができる観光資源が数多く存在します。 

これらの広域的な観光コンテンツを活かしながら、関係自治体や関係団体と連携し、周遊性

の向上や新たな観光商品の造成を進めることで、交流人口及び関係人口の拡大を図ります。 

また、島根県が推進する「美肌県しまね」による美肌観光や、山口県・広島県など県境を越

えた広域観光連携、既存の広域観光団体等との連携も図りながら、広域的な視点に立った観光

振興に取り組みます。 

ＤＭＯ 観光協会 益田市 事業者 

〇 〇 ◎ 

施策内容 

 姉妹都市や友好都市との更なる交流促進

大阪府高槻市、神奈川県川崎市、大阪府豊中

市等との交流については、スポーツ等をはじめ

とした従来の交流に加え、更なる交流促進を図

ります。

また、商工会議所、観光協会など、民間レベ

ルでも交流が進んでおり、今後も官民連携によ

り様々な分野において交流人口・関係人口の創

出につながる取組を進めます。
高槻市との交流事業（益田に泊まろう！） 
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関係人口の創出 

人とのつながりを求める都市部の若年層等を対象に、地域の課題解決や地域活動への参画の

協力を呼びかけ、参加者が短期的な滞在等の中で地域と関わりながら益田市を第 2 のふるさと

と感じてもらえるよう、来訪者が地域と円滑に関われるような情報提供や相談対応を行うとと

もに、地域住民や受入団体が来訪者を受け入れやすい体制づくりや交流の場の創出を支援する

ことで、親しみやすく滞在しやすい環境づくりを進め、継続的な来訪や関係人口の形成を図り

ます。 

推進スケジュール 1 年目 2-3 年目 4-5 年目

首都圏・関西圏をターゲットとした観光誘客の推進   

姉妹都市等との都市間交流事業の推進  

空港利用促進（民間活動の支援、情報発信）   

広域観光の推進  

関係人口の創出   

事業の定着 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

事業の定着 
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施策の柱Ⅲ 稼いで回してよし 

◎主体  ◯連携 

施策 6 運営体制 組織    

 

 

ＤＭＯ・観光協会・行政の三位一体の観光経営 

行政に関わる組織の役割分担を明確にし、三位一体となった観光地経営を推進します。 

・各組織の主な役割 

Ｄ Ｍ Ｏ 観光協会 行  政 

・地域事業者の相談窓口・ 

伴走型の支援 

・地域事業者間の横連携 

の促進 

・観光コンテンツ等の 

企画・立案・商品造成 

・データ収集・分析 

・マーケティング 

・観光案内所の運営 

・観光客との直接対応 

・受託事業の実施 

（地域イベント等の運営） 

・観光政策の策定 

（方向性の提示） 

・予算確保 

・交流人口・関係人口の 

創出 

・広域連携の促進 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＤＭＯ 観光協会 益田市 事業者 

◎   〇 

施策内容 

 ＤＭＯ：ワーキンググループ会議の開催 

ワーキンググループとは、実行力ある観光施策

を検討し、推進するためのＤＭＯの内部部会で

す。 

様々な事業者が参画し、現場の視点と課題を共

有しながら、観光コンテンツ造成や受入環境整備

の具体策を企画・実践します。 

今後も新たな事業者の参画等を推進し、まち全

体を巻き込んだ取組へとつなげます。 

【参考】JSTS-D：Ａ２ デスティネーション・マネジメント 

ワーキンググループ会議の様子 
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重複事業の棚卸・最適化 

各団体で実施されているホームページの作成・運営や、パンフレット作成、イベント企画等

の棚卸を行い、漏れやダブりのある事業を把握するとともに、情報発信サイトの一元化等、事

業の最適化を行い、限りある予算を効率的に活用するための基盤整備を行います。 

持続財源の確保 

観光振興に資する人材育成、より高度な観光戦略等を実施するために必要となる安定的な運

営資金を確保するため、宿泊税等、新たな財源確保策について検討します。 

施策内容 

 役割分担の明確化と重複事業の見直し

ＤＭＯ、観光協会、行政の 3 者の役割を明確にして、重複している事業を見直します。 

また、市内３観光協会の今後の方向性を検討します。

推進スケジュール 1 年目 2-3 年目 4-5 年目

DMO・観光協会・行政の三位一体の観光経営   

重複事業の棚卸・最適化 

持続財源の確保 

戦略に基づく事業実施 DMO 登録 

仕組み化 事業実施 

制度導入 検討開始 

【参考】JSTS-D：Ａ４ 観光による負荷軽減のための財源 
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施策 7 戦略的な 

  マーケティング 推進

マーケティングデータの収集 

本市はこれまで、県の観光動態調査における観光地点アンケート調査の調査対象地に含まれ

ておらず、観光に関する統計的なデータの蓄積等が十分ではありませんでした。今後は「市独

自の観光統計調査」等を実施し、お客様のニーズや動向などに関するマーケティングデータを

収集し、お客様の詳細な動向等の把握を図ります。

また、トレンド、国の統計情報、市内店舗の状況、郷土史など、観光マーケティングの推進

に必要となる様々なデータについても継続的に収集します。 

データに基づくマーケティング戦略の推進 

収集したデータを分析し得られたお客様の傾向等に基づき、事業別のターゲット設定やお客

様ニーズに基づくサービスや商品の販売促進、プロモーションの展開など、戦略的なマーケテ

ィング活動を展開します。 

また、実施した事業については、その効果を検証し、改善や新規事業等に取り組むなど、効

果的かつ持続的な観光振興を推進します。 

ＤＭＯ 観光協会 益田市 事業者 

◎ 〇 

施策内容 

 データの収集、分析

ＤＭＯが主体となり、益田市への来訪者を対象

とした観光アンケート調査による来訪者データの

取得や、島根県観光動態調査等のデータを活用し

た石西エリアに訪れる観光客の属性等について、

分析を行います。

施策内容 

 データに基づく具体的施策の推進

調査や分析の結果から取組のターゲットを明確

にするとともに、データに基づく具体的施策を推

進します。

重点施策 

【参考】JSTS-D：Ａ１１ 旅行者の数と活動の管理／Ｂ１ 観光による経済効果の測定

【参考】JSTS-D：Ａ１０ プロモーションと情報 

体験プログラム 

「なりきり益田氏（甲冑・乗馬体験）」 

観光アンケート調査 
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戦略的なマーケティング活動を展開するためには、市場動向や益田市の特性等を踏まえなが

ら、ＤＭＯが中心となって戦略を立案し、関係者や地域と協働して施策を推進することが重要

です。本図は、その一連の流れをイメージ図として示したものです。 

 

観光地域マーケティングの流れ 参 考 

マーケティング活動では、都度、検証を繰り返し、行ったり来たりをしながら少しずつ改善を重ねていきます。 

ＤＭＯを中心に戦略立案 

調査から 
見えてくること 

内部環境 

益田 

ことを知 

 信  い 

郷土 魅力 

 部環境 

世 中  

ことを知 

お 様  

好む要素 

商品やサービス 

方向性 検討 

ど   い 

需要 あ ？ 

ど な人    

向け 商品   ？ 

独自 強みは? 

ど
ん
な
 
 
 
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
い
か 

調査 分析 戦略 開発 販売・管理 評価 

関係者との合意形成 

見直し・ブラッシュアップ 

関係者や地域と協働して推進 

商
品
・サ
ー
ビ
ス
を
提
供 

お
 
様
評
価
、
売
上
 
の
確
認 

商
品
・サ
ー
ビ
ス
の
試
作
・
導
入
テ
ス
ト 

改
善

リ
ピ
ー
タ
ー
獲
得
、 

顧
 
情
報
 
の
蓄
積 

商品  

評価 改善 

結
 
の
評
価
・検
証

お客様に地域の魅力を 

どう伝えようかな？ 
誰に、何を、いくらで、 

どう届けるかを考えよう！ 

入込客数、消費額、

満足度 など 

推進スケジュール 1 年目 2-3 年目 4-5 年目

マーケティングデータの収集

データ分析に基づくターゲット設定 

ターゲットに応じたサービスや商品の提供  

ターゲットに応じたプロモーションの展開

マーケティング活動の効果検証と改善

事業の定着 仕組み化 実証事業 



42 

施策 8 ブランドイメージ   

統一的なメッセージを用いた観光プロモーションの推進 

「施策１：郷土の魅力の再発見」「施策７：データに基づくマーケティング戦略の推進」等を

踏まえて、本市の様々な資源、商品、コンテンツ等において統一的なメッセージの使用や共通

の見せ方等を徹底し、お客様に対する本市のイメージづくりのための情報発信を行い、本市の

認知度を高めます。 

キラーコンテンツの創出の検討

「施策１：郷土の魅力の再発見」「施策７：戦略的な観光マーケティングの推進」等を踏まえ

て、本市の看板となり、来訪につながる決定打として大きく貢献するコンテンツ「キラーコン

テンツ」の創出に向けた検討を行い、本市の認知度の向上や来訪動機の創出を目指します。

 

ＤＭＯ 観光協会 益田市 事業者 

◎ 〇 〇 

施策内容 

 清流高津川ブランド（仮称）

水質が最も良好な河川に何度も選ばれてき

た清流「高津川」の恵みを受けた魚介類、農産

物等を含む、益田市内の様々な食材について、

「清流高津川ブランド（仮称）」として一貫した

展開や発信ができるよう取組を進めます。

施策内容 

 キラーコンテンツの創出

本市には世界に通じるコンテンツとして、石

見神楽等の郷土の伝統文化や、山・川・海のつ

ながりがもたらす味わい深い食材や郷土料

理、「中世日本の傑作～益田を味わう～」をはじ

めとする日本遺産、「石号」生誕の地（柴犬の聖

地）など、様々な資源があります。そうした中

から、本市の看板となる、より強いコンテンツ

を見出し、磨き上げます。

推進スケジュール 1 年目 2-3 年目 4-5 年目

統一的なメッセージを用いた観光プロモーション   

キラーコンテンツの創出の検討   

合意形成・定着 検討・決定 

合意形成・プロモーション展開 検討・決定 

萩・石見空港「柴犬のお出迎え」 

清流高津川 
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施策 9   内  循環 促進 

 

 

人口減少による地域内消費額の減少額を補うためには、旅行者の観光消費額を高めることに

加えて、市民や事業者等が市内の商品やサービスを少しでも多く消費し、市外へのお金の流出

を防ぐことが大切です。商品やサービスを提供する市内の飲食店等における地元産食材の活用

促進等、地場産業と観光産業の連携により、消費の地域内循環を高め、地域経済の活性化を図

ります。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

    を呼び込み、 民  元 使う。そ 小さな積み重ね 、    を支え  。 

 

 

 

  

ＤＭＯ 観光協会 益田市 事業者 

◎  〇 〇 

施策内容 

 地域でお金を回す仕組みづくり 

地域の飲食店や事業者等に、できる限り地域産の食材や商品を使ってもらえるよう、

呼びかけや事業者間のマッチング機会の創出等の取組を進めます。 

観光で稼ぎ、地域で回す経済の仕組み 参 考 

推進スケジュール 1 年目 2-3 年目 4-5 年目 

地場産業と観光産業の連携促進    

市内の飲食店等における地元産食材の活用促進    

 

仕組み化 実証事業 手法検討 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

【参考】JSTS-D：Ｂ３ 地域事業者の支援と公正な取引 

観光消費

消費の増加

関連産業で

働く人々の所得

他の地域
からの調達

地
域
で
の
調
達

地
域
で
の
調
達

原材料を販売する

卸売会社

売上UP
UP

原材料を生産

している農家

売上UP

原材料を生産

している工場

売上UP

サイクル② 地域内経済の循環サイクル① 観光消費の獲得

運送会社

売上UP

お菓子製造会社

売上UP

お土産物店

売上UP

稼ぎが地域内で循環すること で、

地域経済や暮らしがもっと豊かに
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第６章 数値目標 

６.１ 数値目標 

本計画の推進により目指す将来像「豊かな自然のもと、人と人のつながりがある益田」を実現

するため、5 年（本計画期間）をかけて目指す計画目標（KGI）と、5 年後に KGI が達成できる

ように、毎年、進捗状況または達成状況を確認する KPI（年度目標）を設定し、施策の着実な実

行により、目標の達成を目指します。 

施策 柱 計測項目 現状 将来（5年後） 

 
ん
で
よ
し 

KGI 

(計画目標) 

・住民の持続可能な 

観光に関する満足度 

アンケート調査により 

現状値の確認中 
令和７年度調査結果を持って設定 

 
KPI 

(年度目標) 

・子ど 教育プログラム 参

加者アンケート 、「益田 

魅力を伝え い」と答え 児

童生徒 割合 

アンケート調査により 

今後計測予定 

今後のアンケート調査結果 

を持って設定 

・ 民 対  講演会  意

識啓 事業参加者アンケー

ト 、「益田 魅力を伝え 

い」と答え 人 割合 

アンケート調査により 

今後計測予定 

今後のアンケート調査結果 

を持って設定 

 
れ
て
よ
し 

KGI 

(計画目標) 
・来訪者満足度 93.4％ 

95.0％ 
（現状の水準を維持） 

 
KPI 

(年度目標) 

・リピーター率 79％ 
80％ 

（現状の水準を維持） 

・益田 魅力を感じ  

  コンテンツ数 
33 件 45 件 

稼
い
で
回
し
て
よ
し 

KGI 

(計画目標) 
・観光消費額 19.0 億円 

23.8 億円 

※計画改定時は最新値として確認可能な 

R11 の値で達成状況を検証：22.8 億円 

 
KPI 

(年度目標) 

・    額単価 

（宿 泊）県内宿泊客 

県外宿泊客 

（日帰り）県内観光客 

県外観光客 

 

13,088 円 

17,206 円 

3,777 円 

4,157 円 

【宿 泊】 
       年間     （５年後） 
県内 ＋100 円  （500 円） 
県外 ＋150 円  （750 円） 

 
【日帰り】 
       年間     （５年後） 
県内 ＋ 50 円  （250 円） 
県外 ＋100 円  （500 円） 

・  入込 延べ数 
730,488 人 

（R7 速報値） 

882,000 人 

※計画改定時は最新値として確認可能な 

R11 の値で達成状況を検証：851,000 人 

・観光を目的とする 

宿泊客延べ数 

54,834 人 
（R7 速報値） 

60,000 人 

※計画改定時は最新値として確認可能な 

R11 の値で達成状況を検証：59,000 人 

KGI：5 年（本計画期間）をかけて達成を目指す目標値 
KPI：5 年後に KGI（計画目標）が達成できるように、毎年、進捗状況または達成状況を確認する目標値  

【参考】JSTS-D：Ａ３ モニタリングと結果の公表 
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第７章 計画の推進体制と進捗管理 

７.１ 計画の推進体制 

ＤＭＯを中心に観光協会、益田市、事業者及び地域の関係者が連携して、本計画の施策を推進

します。本計画の推進体制は、関係者がそれぞれの役割を担いながら協働する観光地経営の枠組

みとし、継続的に意見交換を行い、合意形成を図る仕組みを構築します。 

ＤＭＯは企画・開発機能を担い、データ収集・分析に基づくマーケティング戦略の策定や、商

品・コンテンツ造成、プロモーションを戦略的に展開するほか、事業者支援や地域づくりの支援

を行います。また、旅行者満足度や来訪者動向等の調査を実施し、施策の改善につなげます。 

観光協会は現場運営の主体として、観光案内所の運営やイベントの開催のほか、団体向け誘客

施策を実行し、来訪者の声を直接把握する役割を担います。 

事業者は、ＤＭＯと連携し、商品・サービスの提供や事業者間連携、人材育成を担い、地域産

業との連動を図ります。 

益田市は、観光振興にかかるインフラ整備や市民合意形成、資源の保全・継承、財源確保など

基盤づくりを担うとともに、観光に対する住民の期待や不安、満足度等について定期的に把握し、

その結果を施策の見直しに反映します。 

各主体が連携し、住民および旅行者の意見を踏まえた改善を継続的に行うことで、持続可能で

競争力のある観光地域づくりを推進します。 

推進体制と役割分担イメージ図 

【参考】JSTS-D：Ａ６ 住民参加と意見聴取 

【参考】JSTS-D：Ａ９ 旅行者意見の調査 

【参考】JSTS-D：Ａ７ 住民意見の調査 
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７.２ 計画の進捗管理 

本計画に掲げる「将来像の実現」に向けて、

目標（Plan）の確実な達成を図るため、計画

的に施策を実行（Do）し、その取組結果につ

いて評価・検証（Check）を行います。検証

の結果、課題や改善点が認められた場合には、

要因分析を踏まえた見直し（Action）を行い、

その成果を反映させた新たな取組計画（Plan）

を策定します。 

この一連の PDCA サイクルを継続的に運

用し、取組内容の質と効果を段階的に高めて

いく「スパイラルアップ」の考え方に基づき、

事業内容の充実と質の向上を図るとともに、

着実な推進を図ります。 

なお、取組結果の評価・検証およびフォローアップについては、「益田市観光戦略会議」にお

いて実施するものとし、当該会議は年 1 回以上開催するものとします。 

益田市観光戦略会議の体制イメージ 

 

益田市観光戦略会議（年 1 回以上開催） 

【協議事項】  ・計画の進捗管理に関する事項 

・計画の見直しに関する事項

【委員構成】 有識者、宿泊事業者、交通事業者、飲食事業者、観光事業者(文化施設)、 

神楽団体、商工団体、住民団体、観光団体、まちづくり事業者 

事務局（益田市） 

○推進スケジュール、年次数値

目標に照らして、進捗を報告

○進捗に応じて、改善案を提示

○報告事項に対するフォローアップ

及び内容の改善・充実に向けた

意見照会

益田市観光戦略会議の開催 

【参考】JSTS-D：Ａ３ モニタリングと結果の公表 

PDCA によるスパイラルアップのイメージ 
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７.３ 計画の推進スケジュール 

実証事業を通じて効果や課題の検証を行い、継続的な取組となるよう仕組みづくり及び仕掛け

づくりに着手します。さらに、これらの仕組みの定着を図り、持続的に機能する段階へと発展さ

せるため、民間事業者や市民との連携・協調のもとで事業を推進していきます。 

No. 施  策 
推進スケジュール 

1 年目 2-3 年目 4-5 年目

住
ん
で
よ
し

１ シビックプライドの醸成

 郷土の魅力の再発見  

 観光インナーブランディングの実施  

 守るべき資源の保全・継承

２ 人材育成 

 ライフキャリア教育の推進   

訪
れ
て
よ
し

３ 受入環境の整備 

 散策しやすい雰囲気や環境づくり  

 二次交通や観光ガイドの充実   

 インバウンド誘客に向けた受入基盤の整備   

 閑散期対策   

４ 観光コンテンツ等の充実と商品化の仕組みづくり 

 観光コンテンツ等の充実

 コンテンツ造成時における商品化の仕組みづくり

５ 交流人口、関係人口の創出 

 首都圏・関西圏をターゲットとした観光誘客の推進   

 姉妹都市等との都市間交流事業の推進  

 空港利用促進（民間活動の支援、情報発信）   

 広域観光の推進  

 関係人口の創出   

稼
い
で
回
し
て
よ
し

６ 運営体制・組織づくり 

 ＤＭＯ・観光協会・行政の三位一体の観光経営   

 重複事業の棚卸・最適化   

 広域観光の推進   

７ 戦略的な観光マーケティングの推進 

 マーケティングデータの収集

 データ分析に基づくターゲット設定

 ターゲットに応じたサービスや商品の提供    

 ターゲットに応じたプロモーションの展開

 マーケティング活動の効果検証と改善

８ ブランドイメージづくり 

 統一的なメッセージを用いた観光プロモーション   

 キラーコンテンツの創出の検討    

９ 地域内経済循環の促進 

 地場産業と観光産業の連携促進

 市内の飲食店等における地元産食材の活用促進   

戦略に基づく事業実施 DMO 登録 

仕組み化 事業実施 

制度導入 検討開始 

合意形成・定着 検討・決定 

事業の定着 仕組み化 実証事業 

合意形成・プロモーション展開 検討・決定 

仕組み化 実証事業 手法検討 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

事業の定着 仕組み化 実証事業 企画 

重点施策 

重点施策 

事業の定着 仕組み化 実証事業 

事業実施 企画・準備 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

重点施策 

事業の定着 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

仕組み化 実証事業 企画・準備 

事業の定着 

資源整理 

仕組み化 実証事業 手法検討 

事業の定着 
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⚫ 益田市観光振興計画 策定経緯 

時 期 実施内容 

令和 7 年 

10 月 23 日（木） 

第１回 益田   戦略会議 

１.市長あいさつ 

２.委員紹介・観光戦略会議の概要 

３.会長・副会長選出 

４.益田市観光振興計画策定について 

５.議 事 

⑴ 観光を取り巻く状況 

⑵ 益田市の観光動向 

⑶ 講演：益田の観光課題と必要な戦略 

講師：益田版ＤＭＯ推進アドバイザー 

山田 桂一郎 （ JTIC.SWISS 代表） 

⑷意見交換：益田の観光課題とめざす姿、必要な取組について 

10 月 31 日（金） 

～11 月 4 日（火） 

益⽥   ニーズ調査（Web） 

対象エリア：①⾸都圏 300 件、②山陽圏 400 件、③福岡県 300 件 

対象者：20～69 歳 国内旅行経験者 

10 月 27 日（月） 

～11 月 28 日（金） 

関係者ヒアリング調査 

事業所数：15 団体 

11 月 11 日（火）   事業者意見交換会 

主なテーマ：A. 益田らしい観光とは 

B. 益田ならではの観光の魅力や強みとは 

C. 観光振興に向けた連携のあり方 

参加者：一般社団法人ますだプライドクリエーションにおける 

ワーキンググループメンバー14 名 

12 月 25 日（木） 第２回 益田   戦略会議 

１.各種調査結果報告 

⑴観光ニーズ調査結果 

⑵関係者ヒアリング調査結果 

⑶観光事業者意見交換会 

２.益田市観光振興計画素案 

⑴計画の構成 

⑵将来像・基本理念・行動指針 

⑶課題の整理 

⑷将来像の実現に向けた具体的な施策 

令和 8 年 

2 月 9 日（月） 

第３回 益田   戦略会議 

１.益田市観光振興計画（案） 

⑴益田市における観光の定義について 

⑵将来像について 

⑶施策内容・施策の主な役割分担について 

⑷数値目標、計画の推進体制と進捗管理について 

2 月 25 日（水） 

～3 月 18 日（水） 
パブリックコメント（意見公募） 

3 月 益田     計画策定 
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⚫ 益田市観光戦略会議 委員名簿 

委員 

分野 氏名 所属先 肩書 

有識者 西藤 真一 桃山学院大学 経営学部教授 

有識者 恒川 久美 ㈱ANA 総合研究所 産業連携部主席研究員 

宿泊事業者 洪  昌 督 ㈱マスコス 代表取締役社長 

交通事業者 藤原 政志 益田地区タクシー共同組合 理事長 

飲食事業者 森谷 典子 ㈲森谷 代表取締役 

観光事業者 

(文化施設) 
木原 義博 

島根県芸術文化センター 

「グラントワ」いわみ芸術劇場 
館長 

神楽団体 藤原 博美 益田市石見神楽神和会 会長 

商工団体 城市 和人 益田商工会議所 専務理事 

住民団体 田原  修 益田市連合自治会長会 副会長 

観光団体 河上 信男 
ますだプライドクリエーション 

／益田市観光協会 
会長 

まちづくり 

事業者 
石橋 留美子 益田市まちづくりコーディネーター   

 

アドバイザー 

氏名 所属先 

山田 桂一郎 益田版ＤＭＯ推進アドバイザー（JTIC.SWISS 代表） 
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⚫ 益田市観光戦略会議規則 

益田市規則第 48号 

益田市観光戦略会議規則 

（趣旨） 

第１条 この規則は、益田市附属機関設置条例（平成２５年益田市条例第１３号）第３条の

規定に基づき、益田市観光戦略会議（以下「戦略会議」という。）の組織及び運営に関し必

要な事項を定めるものとする。 

（補欠委員の任期） 

第２条 委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 （委員の再任） 

第３条 委員は、再任されることができる。 

（役員） 

第４条 戦略会議に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により定める。 

３ 会長は、戦略会議を代表し、会務を総理する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

（会議） 

第５条 戦略会議の会議（以下この条において「会議」という。）は、会長が招集する。ただ

し、会長及び副会長が在任しないときの会議は、市長が招集する。 

２ 会長は、会議の議長となる。 

３ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

４ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決するところ

による。 

５ 戦略会議は、必要があると認めるときは、委員以外の者に会議に出席させ、その説明若

しくは意見を聞き、又は資料の提出を求めることができる。 

（庶務） 

第６条 戦略会議の庶務は、産業経済部観光交流課において処理する。 

（その他） 

第７条 この規則に定めるもののほか、戦略会議の運営に関し必要な事項は、会長が会議に

諮り別に定める。 

附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

 （益田市集客交流戦略会議規則の廃止） 

２ 益田市集客交流戦略会議規則（平成２５年益田市規則第１７号）は、廃止する。 

  



 

53 

 

⚫ 本計画の施策に関連する「日本版持続可能な観光ガイドライン（JSTS-D）」 指標 

 

本計画書の施策と関連する JSTS-D の指標について、JSTS-D の本文を以下に示します。 

カテゴリー 

（大） 

カテゴリー 

（小） 

該 当 

ページ 
JSTS-D 本文 

SECTION A: 

Sustainable 

management 

A．持続可能なマ

ネジメント 

A(a) Management 

structure 

and framework 

マネジメントの 

組織と枠組 

p.38 

Ａ２ 

デスティネーション・ 

マネジメント 

（観光地経営）の責任 

持続可能な観光を推進する責任を担う管

理組織があること  

p.44 

p.46 

Ａ３ 

モニタリングと 

結果の公表 

観光に起因する環境、経済、社会、文化、

人権に関する課題について定期的に調査

し、一般公表していること 

p.39 

Ａ４ 

観光による 

負荷軽減のための財源 

観光による負荷（オーバーツーリズム関

連の課題等）軽減のための財源が確保さ

れていること 

A(b) 

Stakeholder 

engagement 

ステーク 

ホルダーの参画 

p.45 

Ａ６ 

住民参加と意見聴取 

デスティネーションマネージメント（観

光地経営）について行政・民間事業者・地

域住民の三者で構成される体制があるこ

と 

p.45 

Ａ７ 

住民意見の調査 

観光地経営に関する住民の期待、不安、満

足度などのデータは、定期的に調査され

ていること 

p.29 

p.31  

Ａ８ 

観光教育 

地域コミュニティ、学校、高等教育機関に

おいて、観光の可能性や課題に関する教

育プログラムがあること 

p.45 
Ａ９ 

旅行者意見の調査 

旅行者満足度について、アンケートなど

を通じて調査を実施していること 

p.40 

Ａ１０ 

プロモーションと情報 

市場調査及びデータに基づく観光地域が

求めるターゲット層の誘致促進策は、地

域コミュニティや自然・文化的資産を尊

重していること 

A(c) 

Managing pressure 

and change 

負荷と 

変化の管理 

p.40 

Ａ１１ 

旅行者の数と活動の管理 

旅行実態（訪問者数、活動内容）を把握し

ていること 

 

  



 

54 

 

 

カテゴリー 

（大） 

カテゴリー 

（小） 

該 当 

ページ 
JSTS-D 本文 

SECTION B:  

Socio-economic 

sustainability 

B．社会経済のサ

ステナビリティ 

B(a)  

Delivering 

Local 

economic 

benefits 

地域経済への貢献 

p.40 
Ｂ１ 

観光による経済効果の測定 

観光による経済効果の測定をしているこ

と 

p.43 

Ｂ３ 

地域事業者の支援と 

公正な取引 

地域事業者の支援と公正な取引の実現に

取り組んでいること（観光の効果がおよ

ぶ地元の職人、農業者等も対象とする） 

p.32 
Ｂ８ 

多様な受入環境整備 

外国人旅行者を含む観光客の受入環境整

備を推進していること 

SECTION C:  

Cultural 

sustainability 

C．文化的サステ

ナビリティ 

C(a) 

Protecting 

Cultural 

heritage 

文化遺産の保護 

p.31 

Ｃ１ 

文化遺産の保護 

歴史的建築物や農漁村、都市の景観など、

観光資源となる文化遺産の保全管理体制

があること 

Ｃ２ 

有形文化遺産 

有形文化遺産（工芸品等）の保護に関する

計画や規制等があること 

Ｃ３ 

無形文化遺産 

無形文化遺産の保護に関する計画や規制

等があること 

Ｃ４ 

地域住民のアクセス権 

地域住民の自然、文化的な場所や公共ス

ペースへのアクセスのしやすさについて

調査していること 

Ｃ５ 

知的財産 

地域及び個人の知的財産権を保護する規

則や取組があること 

C(b) 

Visiting 

Cultural 

Sites 

文化的場所への訪

問 

p.32 

C８ 

観光資源の解説 

観光地において、解説を含む適切な情報

が提供されていること 

SECTION D: 

Environmental 

sustainability 

D．環境のサス

テナビリティ 

D(a)  

Conservation 

of natural 

heritage 

自然遺産の保全 

p.31 

Ｄ１ 

自然遺産 

自然遺産の保護に関する計画や規制等が

あること 

Ｄ２ 

自然遺産における 

旅行者の管理 

旅行者の行動を管理する体制があること 

Ｄ３ 

自然遺産における 

旅行者のふるまい 

特に配慮が必要とされる場所における旅

行者のふるまいについて、行動規範がリ

ストアップされ、旅行者に向けて周知さ

れていること 

Ｄ４ 

生態系の維持 

生息・生育地、野生生物、生態系を保護し、

外来種の侵入を防ぐための体制を整えて

いること 
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⚫ 用語解説 

1. 基礎概念 戦略 

マーケティン  顧客のニーズを把握し、価値を提供することで、売れる仕組みを作ること。

単なる宣伝だけでなく、市場調査、商品企画、価格設定、流通までを含む

一連のプロセス。 

ブランド 競合他社と自らを区別するための、名称、デザイン、シンボル、またはそ

れらから連想される「信頼」や「イメージ」の総体。顧客の頭の中に形成

される、独自の識別価値。 

コンセプト 事業やプロジェクトの貫かれた「一貫した考え方」や「基本理念」。何の

ために、誰に、どのような価値を提供するのかを定義する、すべての意思

決定の軸となるもの。 

ターゲット  

/ ターゲティン  

市場全体の中から、自らが狙うべき特定の顧客層を設定すること。年齢、

性別、居住地だけでなく、ライフスタイルや価値観なども考慮して明確化

する。 

ポテンシャ  潜在的な能力や可能性。観光地や商品が、現在は十分に活かされていない

ものの、磨き方次第で将来的に大きな価値を生み出す力。 

   アイデンティティ その土地が持つ独自の歴史、文化、景観、風土など、他にはない「その地

域らしさ」。差別化の源泉であり、ブランディングの核となる要素。 

2. ビジネス  営手法 

マネタイズ 事業から継続的に収益を生み出す仕組みを構築すること。特に公的事業や

無料サービスを、持続可能なビジネスモデルへ転換する考え方を指す。 

PDCA サイク  Plan（計画）、Do（実行）、Check（評価）、Act（改善）の 4 段階を繰り返

す管理手法。継続的な品質向上や、事業の精度向上に不可欠なプロセス。 

KGI（Key Goal Indicator） 重要目標達成指標。最終的に達成すべき成果目標を数値化したもの。 

KPI（Key Performance 

Indicator） 

重要業績評価指標。KGI を達成するために必要な、各プロセスの実施状況

を測る指標。 

モニタリン  事業の進捗状況や成果を、定期的・継続的に観察・記録すること。 

スパイラ アップ PDCA サイクルを回すことで、螺旋状に質やレベルを高めていくこと。単

なる繰り返しではなく、改善を重ねながら次の段階へ発展させることを意

味する。 

3.  光   振興 

 光  づく 法  

（ＤＭＯ） 

Destination Management/Marketing Organization の略。地域の多様な関

係者を巻き込み、データに基づいた戦略策定やマーケティングを一体的に

担う舵取り役となる組織。 

インバウンド 訪日外国人旅行。または、海外から国内へ入ってくる観光需要。地域経済

の活性化において重要なターゲット層とされる。 

MICE Meeting（会議）、Incentive Travel（報奨・研修旅行）、Convention（国際

会議等）、Exhibition/Event（展示会・イベント）の総称。一般観光に比べ

て消費額が大きく、経済波及効果が高いとされる。 

 光コンテンツ 旅行者がその地を訪れる目的となる魅力的な資源や体験。景観、体験プロ

グラム、食、宿泊施設など、具体的に提供される要素の総称。 
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3.  光   振興 

キラーコンテンツ 数ある観光コンテンツの中でも、圧倒的な集客力や注目度を持ち、それだ

けで旅行の決定打となるような強力な資源。 

FAMツアー Familiarization Tour の略。旅行会社、メディア、インフルエンサー等を招

き、現地の魅力を体験してもらう招聘・視察型ツアー。商品化や情報発信

を促すことを目的とする。 

ガーデンツーリズム 庭園や公園、地域の花や緑を主目的として巡る観光形態。地域の景観美を

活かし、環境保全と観光を両立させる手法として注目されている。 

ゲートウェイ 地域への入口となる拠点。空港、主要駅、道の駅、観光拠点など、旅行者

が最初に訪れ、周辺へ分散していくハブ機能を担う場所。 

4. 広報 顧客と    

プロモーション 製品やサービスの認知度を高め、購買・来訪意欲を促進するための情報発

信活動。広告、SNS、イベント、PR 等を含む。 

デジタ マーケティン  インターネット、SNS、Web 広告、データ分析などのデジタル技術を活用

したマーケティング手法。顧客行動を可視化し、個別最適化したアプロー

チを可能にする。 

リピーター 一度利用・来訪した後に、再度同じ商品や地域を選択する顧客層。獲得コ

ストが比較的低く、経営安定に寄与する重要な存在。 

     移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、特定

の地域と継続的に多様に関わる人々。地域づくりの新たな担い手として期

待される。 

シビックプライド 市民が自分の街に対して抱く「誇り」や「愛着」。単なる郷土愛にとどま

らず、街をより良くするために自分たちが関わっているという当事者意識

を含む。 

インナーブランディン  外部ではなく、地域住民や組織内部に向けて行うブランド浸透活動。理念

や価値観を共有し、内側から発信力やサービスの質を高める取組。 

5. 社会的価値 持続可能性 

持続可能な開発目標

（SDGs） 

2030 年までに持続可能でより良い世界を実現するための国際目標。17 の

ゴールで構成され、経済・社会・環境の統合的向上を目指す。 

サステナビリティ 持続可能性。将来世代のニーズを損なうことなく、現代のニーズを満たす

という考え方。観光分野では、自然環境や地域文化の保全と経済活動の両

立が前提となる。 

ステークホ ダー 事業や政策に関わる利害関係者。地域づくりにおいては、住民、事業者、

行政、観光客など、その事業に関わるすべての人や組織を指す。 

オーバーツーリズム 観光公害。特定の時期や場所に観光客が過度に集中し、住民生活や自然環

境、景観に悪影響を及ぼしたり、観光客の満足度が低下したりする現象。 

  内経済循環 地域内で生み出した所得が、外へ流出せず、地域内の消費や投資として再

循環する状態。地産地消や地元事業者活用の促進が重要となる。 

ライフキャリア教育 職業選択にとどまらず、人生全体の在り方を考える教育。地域との関わり

を通じて、自身の将来像を描く力を育む。 

  アクティビティ体験 登山、カヤック、サイクリング等、自然環境を活用した体験型プログラム。

自然を単に消費するのではなく、理解を深める機会として提供される。 
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